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CLI によるデータ保護

CLI によるデータ保護の概要

CLI コマンドを使用すると、ローカル ONTAP システムで Snapshot コピーを管理した
り、 SnapMirror を使用してリモートシステムに Snapshot コピーをレプリケートしたり
できます。ディザスタリカバリまたは長期保持用の Snapshot コピーをレプリケートで
きます。

これらの手順は、次の状況で使用します。

• ONTAP のバックアップとリカバリ機能の範囲について理解する必要がある。

• System Manager、自動スクリプトツール、またはではなく、コマンドラインインターフェイス（CLI）を
使用する必要がある "SnapCenter ソフトウェア"。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタ間およびソース SVM とデスティネーション SVM 間でピ
ア関係を作成済みである。

"クラスタと SVM のピアリング"

• ボリュームまたは SVM を AFF または FAS ストレージシステムから AFF または FAS ストレージシステ
ムにバックアップする。

◦ Element ボリュームを ONTAP にレプリケートする場合や ONTAP LUN を Element システムにレプリ
ケートする場合は、 NetApp Element ソフトウェアのドキュメントを参照してください。

"NetApp Element ソフトウェアと ONTAP 間のレプリケーション"

◦ ONTAP 9.10.1 以降では、 S3 SnapMirror を使用して S3 バケット間にデータ保護関係を作成できま
す。詳細については、を参照してください "S3 SnapMirror の概要"。

• テープではなくオンライン方式を使用してデータ保護を提供する必要がある。

ONTAP でこれを行うその他の方法

実行するタスク 参照先

再設計された System Manager （ ONTAP 9.7 以降で
使用可能）

"ミラーとバックアップを準備"

System Manager Classic （ ONTAP 9.7 以前で使用可
能）

"ボリュームのディザスタリカバリの準備の概要"

ローカル Snapshot コピーを管理します

Manage local Snapshot copies の概要

Snapshot コピー _ は、ボリュームの読み取り専用のポイントインタイムイメージです。
イメージには Snapshot コピーが最後に作成されたあとに発生したファイルへの変更だ
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けが記録されるため、ストレージスペースは最小限しか消費せず、パフォーマンスのオ
ーバーヘッドもわずかです。

Snapshot コピーを使用すると、ボリュームの内容全体をリストアしたり、個々のファイルや LUN をリカバリ

したりできます。Snapshotコピーはディレクトリに格納されます .snapshot ボリューム上。

ONTAP 9.3 以前では、ボリュームに格納できる Snapshot コピーは最大 255 個です。ONTAP 9.4 以降では、
FlexVol ボリュームに格納できる Snapshot コピーは最大 1023 個です。

ONTAP 9.8 以降、 FlexGroup ボリュームに 1023 個を含めることができます。詳細について
は、を参照してください "Snapshot コピーを使用して FlexGroup ボリュームを保護する"。

カスタム Snapshot ポリシーを設定する

カスタム Snapshot ポリシーの概要の設定

a_Snapshot policy_- Snapshot コピーの作成方法を定義します。このポリシーは、
Snapshot コピーを作成するタイミング、保持するコピーの数、および Snapshot コピー
に名前を付ける方法を指定します。たとえば、毎日午前12時10分に1つのSnapshotコピ
ーを作成し、最新の2つのコピーを保持して、それらのコピーに「毎日」という名前を付

けることができます.timestamp.`"

ボリュームのデフォルトポリシーでは、次のスケジュールで Snapshot コピーが自動的に作成されます。新し
いコピー用のスペースを確保するために、最も古い Snapshot コピーが削除されます。

• 最大 6 つの時間単位 Snapshot コピーが毎時 5 分に作成されます。

• 最大 2 つの日単位 Snapshot コピーが月曜日から土曜日の午前 0 時 10 分に作成されます。

• 最大 2 つの週単位 Snapshot コピーが毎週日曜日の午前 0 時 15 分に作成されます。

ボリュームの作成時に Snapshot ポリシーを指定しなかった場合は、そのボリュームを含む Storage Virtual
Machine （ SVM ）に関連付けられている Snapshot ポリシーが継承されます。

カスタム Snapshot ポリシーを設定するタイミング

デフォルトの Snapshot ポリシーがボリュームに適していない場合は、 Snapshot コピー
の頻度、保持設定、および名前を変更するカスタムポリシーを設定できます。スケジュ
ールは、主にアクティブファイルシステムの変更率によって決まります。

使用頻度の高いファイルシステムは 1 時間ごとにデータベースのようにバックアップし、ほとんど使用され
ないファイルは 1 日に 1 回バックアップします。データベースであっても、通常は 1 日に 1~2 回フルバック
アップを実行しますが、トランザクションログのバックアップは 1 時間ごとに行います。

その他の要因としては、組織におけるファイルの重要性、サービスレベルアグリーメント（ SLA ）、目標復
旧時点（ RPO ）、および目標復旧時間（ RTO ）があります。通常は、 Snapshot コピーを必要な数だけ保
持してください。
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Snapshot ジョブスケジュールを作成

Snapshot ポリシーには、 Snapshot コピーのジョブスケジュールが少なくとも 1 つ必要

です。を使用できます job schedule cron create コマンドを使用してジョブスケ
ジュールを作成します。

このタスクについて

デフォルトでは、 ONTAP が Snapshot コピーの名前を作成する際には、ジョブスケジュール名にタイムスタ
ンプを追加します。

日にちと曜日の両方に値を指定すると、それぞれ個別に判断されます。たとえば、dayが指定されたcronスケ

ジュールなどです Friday 日付を指定します 13 13日の金曜日だけでなく、毎月の毎週金曜日と13日に実行
されます。

ステップ

1. ジョブスケジュールを作成します。

job schedule cron create -name job_name -month month -dayofweek day_of_week

-day day_of_month -hour hour -minute minute

の場合 -month、 -dayofweek`および `-hour`を指定できます `all 毎月、曜日、および時間ごとに
ジョブを実行します。

ONTAP 9.10.1 以降では、ジョブスケジュールに SVM を追加できます。

job schedule cron create -name job_name -vserver Vserver_name -month month

-dayofweek day_of_week -day day_of_month -hour hour -minute minute

次の例は、という名前のジョブスケジュールを作成します myweekly 土曜日の午前3時に実行されます。

cluster1::> job schedule cron create -name myweekly -dayofweek

"Saturday" -hour 3 -minute 0

次の例は、という名前のスケジュールを作成します myweeklymulti 複数の日、時間、分を指定します。

job schedule cron create -name myweeklymulti -dayofweek

"Monday,Wednesday,Sunday" -hour 3,9,12 -minute 0,20,50

Snapshot ポリシーを作成します

Snapshot ポリシーは、 Snapshot コピーを作成するタイミング、保持するコピーの数、
および Snapshot コピーに名前を付ける方法を指定します。たとえば、毎日午前12時10
分に1つのSnapshotコピーを作成し、最新の2つのコピーを保持して、「毎日」という名

前を付けることができます.timestamp.`" Snapshotポリシーには最大5つのジョブスケ
ジュールを含めることができます。
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このタスクについて

デフォルトでは、 ONTAP が Snapshot コピーの名前を作成する際には、ジョブスケジュール名にタイムスタ
ンプを追加します。

daily.2017-05-14_0013/              hourly.2017-05-15_1106/

daily.2017-05-15_0012/              hourly.2017-05-15_1206/

hourly.2017-05-15_1006/             hourly.2017-05-15_1306/

必要に応じて、プレフィックスをジョブスケジュール名に置き換えることができます。

。 snapmirror-label オプションはSnapMirrorレプリケーション用です。詳細については、を参照してく
ださい "ポリシーのルールを定義する"。

ステップ

1. Snapshot ポリシーを作成します

volume snapshot policy create -vserver SVM -policy policy_name -enabled

true|false -schedule1 schedule1_name -count1 copies_to_retain -prefix1

snapshot_prefix -snapmirror-label1 snapshot_label … -schedule5 schedule5_name

-count5 copies_to_retain-prefix5 snapshot_prefix -snapmirror-label5

snapshot_label

次の例は、という名前のSnapshotポリシーを作成します snap_policy_daily これはAで実行されます

daily スケジュール：このポリシーには最大5つのSnapshotコピーが含まれ、それぞれにという名前が付

けられます daily.timestamp およびSnapMirrorラベル daily：

cluster1::> volume snapshot policy create -vserver vs0 -policy

snap_policy_daily -schedule1 daily -count1 5 -snapmirror-label1 daily

Snapshot コピーリザーブを管理します

Snapshot コピーリザーブの概要を管理します

Snapshot コピーリザーブは、デフォルトでは 5% です。 Snapshot コピー用にディスク
スペースの割合を確保します。Snapshot コピーでは、 Snapshot コピーリザーブを使い
切るとアクティブファイルシステムのスペースが使用されるため、必要に応じて
Snapshot コピーリザーブを増やします。また、リザーブがフルになると Snapshot コピ
ーを自動削除することもできます。

Snapshot コピーリザーブを増やすタイミング

Snapshot リザーブを増やすかどうかを判断する際に重要なのは、 Snapshot コピーに
は、前回の Snapshot コピー作成後のファイルに対する変更のみが記録されるという点
です。このコピーによってディスクスペースが消費されるのは、アクティブファイルシ
ステムのブロックが変更または削除された場合のみです。

4



つまり、 Snapshot コピーで使用されるディスクスペース容量を決定する際の重要な要素はファイルシステム
の変更率です。作成する Snapshot コピーの数にかかわらず、アクティブファイルシステムが変更されていな
い場合、 Snapshot コピーはディスクスペースを消費しません。

たとえば、データベーストランザクションログを含む FlexVol ボリュームには、変更率の増加に対応するため
に 20% の Snapshot コピーリザーブが用意されている場合があります。より多くの Snapshot コピーを作成
して、データベースに対するより頻繁な更新をキャプチャするだけでなく、 Snapshot コピーリザーブのサイ
ズを拡張して、 Snapshot コピーが消費する追加のディスクスペースを処理することができます。

Snapshot コピーは、ブロックのコピーではなくブロックへのポインタで構成されています。ポ
インタはブロック上の「要求」と考えることができます。 ONTAP は、その Snapshot コピー
が削除されるまでブロックを保持します。

保護対象のファイルを削除するとファイルスペースが想定よりも少なくなる可能性があります

Snapshot コピーは、ブロックを使用していたファイルを削除したあともそのブロックを
ポイントします。そのため、 Snapshot コピーリザーブを使い切ると、期待に反した結
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果を引き起こす可能性があります。つまり、ファイルシステム全体を削除することで、
ファイルシステムが占有するスペースよりも、使用可能なスペースが少なくなります。

次の例を考えてみましょう。ファイルを削除する前に、を実行します df コマンド出力は次のとおりです。

Filesystem          kbytes  used    avail  capacity

/vol/vol0/          3000000 3000000 0       100%

/vol/vol0/.snapshot 1000000 500000  500000   50%

ファイルシステム全体を削除してボリュームのSnapshotコピーを作成したら、を実行します df コマンドによ
って次の出力が生成されます。

Filesystem          kbytes  used    avail  capacity

/vol/vol0/          3000000 2500000 500000   83%

/vol/vol0/.snapshot 1000000 3500000 0       350%

出力から、削除前の 0.5GB に加えて、アクティブファイルシステムで以前に使用されていた 3GB 全体が
Snapshot コピーによって使用されるようになりました。

Snapshot コピーで使用されるディスクスペースは Snapshot コピーリザーブを超えているため、アクティブ
ファイル用にリザーブされたスペースに 2.5GB の「ピル」がオーバーフローします。想定していた 3GB につ
いては、ファイル用の 0.5GB の空きスペースが残ります。

Snapshot コピーのディスク使用状況を監視します

を使用して、Snapshotコピーのディスク使用状況を監視できます df コマンドを実行し
ますコマンドは、アクティブファイルシステムおよび Snapshot コピーリザーブの空き
スペースの量を表示します。

ステップ

1. Snapshotコピーのディスク使用状況を表示します。 df

次の例は、 Snapshot コピーのディスク使用状況を示しています。

cluster1::> df

Filesystem          kbytes  used    avail  capacity

/vol/vol0/          3000000 3000000 0       100%

/vol/vol0/.snapshot 1000000 500000  500000   50%

ボリュームで利用可能な Snapshot コピーリザーブを確認します

を使用して、ボリュームで使用可能なSnapshotコピーリザーブの容量を確認できます

snapshot-reserve-available パラメータと volume show コマンドを実行します
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ステップ

1. ボリュームで使用可能な Snapshot コピーリザーブを確認します。

vol show -vserver SVM -volume volume -fields snapshot-reserve-available

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、の使用可能なSnapshotコピーリザーブを表示します vol1：

cluster1::> vol show -vserver vs0 -volume vol1 -fields snapshot-reserve-

available

vserver volume snapshot-reserve-available

------- ------ --------------------------

vs0     vol1   4.84GB

Snapshot コピーリザーブを変更します

Snapshot コピーリザーブのサイズを拡張して、アクティブファイルシステム用にリザー
ブされたスペースが Snapshot コピーによって使用されないようにすることができま
す。Snapshot コピー用のスペースが不要になった場合は、 Snapshot コピーリザーブの
サイズを縮小できます。

ステップ

1. Snapshot コピーリザーブを変更します。

volume modify -vserver SVM -volume volume -percent-snapshot-space snap_reserve

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、のSnapshotコピーリザーブを設定します vol1 10%まで：

cluster1::> volume modify -vserver vs0 -volume vol1 -percent-snapshot

-space 10

Snapshot コピーを自動削除します

を使用できます volume snapshot autodelete modify Snapshotリザーブを超過し
たときにSnapshotコピーの自動削除を実行するコマンド。デフォルトでは、最も古い
Snapshot コピーが最初に削除されます。

このタスクについて

LUN クローンとファイルクローンは、削除する Snapshot コピーがなくなると削除されます。

ステップ
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1. Snapshot コピーを自動削除します。

volume snapshot autodelete modify -vserver SVM -volume volume -enabled

true|false -trigger volume|snap_reserve

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、のSnapshotコピーを自動削除します vol1 Snapshotコピーリザーブを使い切ると、次の処理
が実行されます。

cluster1::> volume snapshot autodelete modify -vserver vs0 -volume vol1

-enabled true -trigger snap_reserve

Snapshot コピーからファイルをリストア

NFSまたはSMBクライアント上のSnapshotコピーからファイルをリストアする

NFSクライアントまたはSMBクライアントのユーザは、ストレージシステム管理者の手
を借りなくても、Snapshotコピーからファイルを直接リストアできます。

ファイルシステム内のすべてのディレクトリには、という名前のサブディレクトリが含まれています

.snapshot NFSユーザとSMBユーザがアクセス可能。。 .snapshot サブディレクトリには、ボリューム
のSnapshotコピーに対応するサブディレクトリが含まれます。

$ ls .snapshot

daily.2017-05-14_0013/              hourly.2017-05-15_1106/

daily.2017-05-15_0012/              hourly.2017-05-15_1206/

hourly.2017-05-15_1006/             hourly.2017-05-15_1306/

各サブディレクトリには、 Snapshot コピーが参照するファイルが含まれています。ユーザが誤ってファイル
を削除または上書きした場合、 Snapshot サブディレクトリから読み書き可能なディレクトリにファイルをコ
ピーすることで、親の読み書き可能ディレクトリにファイルをリストアできます。

$ ls my.txt

ls: my.txt: No such file or directory

$ ls .snapshot

daily.2017-05-14_0013/              hourly.2017-05-15_1106/

daily.2017-05-15_0012/              hourly.2017-05-15_1206/

hourly.2017-05-15_1006/             hourly.2017-05-15_1306/

$ ls .snapshot/hourly.2017-05-15_1306/my.txt

my.txt

$ cp .snapshot/hourly.2017-05-15_1306/my.txt .

$ ls my.txt

my.txt
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Snapshot コピーディレクトリへの NFS および SMB クライアントアクセスを有効または無効にします

SnapshotコピーからファイルまたはLUNをリストアするために、NFSクライアントおよ
びSMBクライアントがSnapshotコピーディレクトリを認識できるかどうかを確認するに
は、を使用してSnapshotコピーディレクトリへのアクセスを有効または無効にします

-snapdir-access のオプション volume modify コマンドを実行します

手順

1. Snapshot ディレクトリのアクセスステータスを確認します。

volume show -vserver SVM_name -volume vol_name -fields snapdir-access

例

clus1::> volume show -vserver vs0 -volume vol1 -fields snapdir-access

vserver volume snapdir-access

------- ------ --------------

vs0     vol1   false

2. Snapshot コピーのディレクトリアクセスを有効または無効にします。

volume modify -vserver SVM_name -volume vol_name -snapdir-access true|false

次の例は、 vol1 で Snapshot コピーのディレクトリへのアクセスを有効にします。

clus1::> volume modify -vserver vs0 -volume vol1 -snapdir-access true

Volume modify successful on volume vol1 of Vserver vs0.

Snapshot コピーから単一のファイルをリストアします

を使用できます volume snapshot restore-file コマンドを使用して、Snapshotコ
ピーから単一ファイルまたはLUNをリストアします。既存のファイルを置き換えない場
合は、読み書き可能な親ボリュームの別の場所にファイルをリストアできます。

このタスクについて

既存の LUN をリストアする場合は、 LUN クローンが作成され、 Snapshot コピーの形でバックアップされま
す。リストア処理中に、LUNに対する読み取りと書き込みを実行できます。

デフォルトでは、ストリームを含むファイルがリストアされます。

手順

1. ボリューム内の Snapshot コピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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次の例は、のSnapshotコピーを示しています vol1：

clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1  vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshot コピーからファイルをリストアします。

volume snapshot restore-file -vserver SVM -volume volume -snapshot snapshot

-path file_path -restore-path destination_path

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ファイルをリストアします myfile.txt：

cluster1::> volume snapshot restore-file -vserver vs0 -volume vol1

-snapshot daily.2013-01-25_0010 -path /myfile.txt

Snapshot コピーからファイルの一部をリストアします

を使用できます volume snapshot partial-restore-file Snapshotコピーか
らLUN、NFSまたはSMBコンテナファイルに一定の範囲のデータをリストアするコマン
ド。データの開始バイトオフセットとバイト数がわかっていることが前提です。このコ
マンドでは、同じ LUN 内に複数のデータベースを格納するホスト上のいずれかのデータ
ベースをリストアできます。

ONTAP 9.12.1以降では、SM-BC関係にあるボリュームで部分リストアを使用できます。

手順

1. ボリューム内の Snapshot コピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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次の例は、のSnapshotコピーを示しています vol1：

clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1  vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshot コピーからファイルの一部をリストアします。

volume snapshot partial-restore-file -vserver SVM -volume volume -snapshot

snapshot -path file_path -start-byte starting_byte -byte-count byte_count

開始バイトオフセットとバイト数は 4 、 096 の倍数でなければなりません。

次に、ファイルの最初の4、096バイトをリストアする例を示します myfile.txt：

cluster1::> volume snapshot partial-restore-file -vserver vs0 -volume

vol1 -snapshot daily.2013-01-25_0010 -path /myfile.txt -start-byte 0

-byte-count 4096

Snapshot コピーからボリュームの内容をリストアします

を使用できます volume snapshot restore コマンドを使用して、Snapshotコピーか
らボリュームの内容をリストアします。

このタスクについて

ボリュームに SnapMirror 関係が設定されている場合は、 Snapshot コピーからリストアしたあと、すぐにボ
リュームのすべてのミラーコピーを手動でレプリケートします。レプリケートしないと、ミラーコピーを使用
できなくなり、削除および再作成が必要になることがあります。

1. ボリューム内の Snapshot コピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

次の例は、のSnapshotコピーを示しています vol1：
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clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1  vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshot コピーからボリュームの内容をリストアします。

volume snapshot restore -vserver SVM -volume volume -snapshot snapshot

次の例は、の内容をリストアします vol1：

cluster1::> volume snapshot restore -vserver vs0 -volume vol1 -snapshot

daily.2013-01-25_0010

SnapMirror ボリュームのレプリケーション

非同期 SnapMirror ディザスタリカバリの基本

SnapMirror は、地理的に離れたサイトのプライマリストレージからセカンダリストレー
ジへのフェイルオーバー用に設計されたディザスタリカバリテクノロジです。名前が示
すように、 SnapMirror はセカンダリストレージに作業データのレプリカ（ _mirror ）を
作成します。このデータから、プライマリサイトで災害が発生した場合にもデータの提
供を継続できます。

プライマリサイトから引き続きデータを提供できる場合は、必要なデータをプライマリサイトに戻すことがで
きます。ミラーからクライアントを提供することはありません。フェイルオーバーの事例で示すように、ミラ
ーリングされたストレージからデータを効率的に提供するには、セカンダリシステム上のコントローラがプラ
イマリシステム上のコントローラと同じであるか、ほぼ同じである必要があります。

データ保護関係

データのミラーリングはボリュームレベルで行われます。プライマリストレージのソースボリュームとセカン
ダリストレージのデスティネーションボリュームの関係は、 _data 保護関係と呼ばれます。 _ ボリュームが
存在するクラスタと、ボリュームからデータを提供する SVM は _peered になります。 _a ピア関係を設定す
ることで、クラスタと SVM の交換が可能になります データをセキュアに保護
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"クラスタと SVM のピアリング"

次の図は、 SnapMirror データ保護関係を示しています。

データ保護関係の範囲

ボリューム間またはボリュームを所有する SVM 間で直接データ保護関係を作成できます。SVM のデータ保
護関係では、 SVM のすべてまたは一部の設定が NFS エクスポートおよび SMB 共有から RBAC にレプリケ
ートされます。また、 SVM が所有するボリューム内のデータもレプリケートされます。

SnapMirrorは、特殊なデータ保護アプリケーションにも使用できます。

• SVM ルートボリュームの負荷共有ミラーコピーを作成すると、ノードに障害やフェイルオーバーが発生
したときに引き続きデータにアクセスできます。

• SnapLock ボリューム間のデータ保護関係： WORM ファイルをセカンダリストレージにレプリケートで
きます。

"SnapLock テクノロジを使用したアーカイブとコンプライアンス"

• ONTAP 9.13.1以降では、非同期SnapMirrorを使用して 整合グループ。ONTAP 9.14.1以降では、非同
期SnapMirrorを使用して、整合性グループ関係を使用してボリューム単位のSnapshotをデスティネーショ
ンクラスタにレプリケートできます。詳細については、を参照してください 非同期SnapMirror保護を設定
する。

SnapMirror データ保護関係を初期化する方法

SnapMirror を初めて起動すると、ソース・ボリュームからデスティネーション・ボリュームへの _ ベースラ
イン転送 _ が実行されます。関係の _SnapMirror ポリシー _ は、ベースラインおよび更新の内容を定義しま
す。

デフォルトのSnapMirrorポリシーに基づくベースライン転送 MirrorAllSnapshots 次の手順を実行しま
す。
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• ソースボリュームの Snapshot コピーを作成します。

• Snapshot コピーおよびコピーが参照するすべてのデータブロックをデスティネーションボリュームに転
送します。

• 「アクティブ」ミラーが破損した場合に備えて、ソースボリューム上の最新ではない残りの Snapshot コ
ピーをデスティネーションボリュームに転送します。

SnapMirror データ保護関係を更新する方法

更新は、設定したスケジュールに従って非同期に行われます。保持処理によって、ソース上の Snapshot ポリ
シーがミラーリングされます。

をクリックします MirrorAllSnapshots ポリシーでは、SnapMirrorはソースボリュームのSnapshotコピー
を作成し、そのSnapshotコピーと前回の更新後に作成されたすべてのSnapshotコピーを転送します。をクリ

ックします snapmirror policy show コマンドを使用します MirrorAllSnapshots ポリシーでは、次
の点に注意してください。

• Create Snapshot は「true」で、これを示します MirrorAllSnapshots SnapMirrorによる関係の更新
時にSnapshotコピーが作成されます。

• MirrorAllSnapshots には、「sm_created」および「all_source_snapshots」というルールがありま
す。これは、SnapMirrorが関係を更新するときに、SnapMirrorで作成されたSnapshotコピーと前回の更新
以降に作成されたすべてのSnapshotコピーが転送されることを示します。
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cluster_dst::> snapmirror policy show -policy MirrorAllSnapshots -instance

                     Vserver: vs0

      SnapMirror Policy Name: MirrorAllSnapshots

      SnapMirror Policy Type: async-mirror

                Policy Owner: cluster-admin

                 Tries Limit: 8

           Transfer Priority: normal

   Ignore accesstime Enabled: false

     Transfer Restartability: always

 Network Compression Enabled: false

             Create Snapshot: true

                     Comment: Asynchronous SnapMirror policy for mirroring

all snapshots

                              and the latest active file system.

       Total Number of Rules: 2

                  Total Keep: 2

                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              sm_created              1  false       0 -

-

                              all_source_snapshots    1  false       0 -

-

MirrorLatest ポリシー

事前に設定されている MirrorLatest ポリシーはとまったく同じように機能します `MirrorAllSnapshots`た
だし、初期化および更新の際に転送されるのは、SnapMirrorで作成されたSnapshotコピーだけです。

                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              sm_created              1  false       0 -

-

SnapMirror Synchronous ディザスタリカバリの基本

ONTAP 9.5 以降では、 16GB 以上のメモリを搭載したすべての FAS プラットフォーム
と AFF プラットフォーム、およびすべての ONTAP Select プラットフォームで
SnapMirror Synchronous （ SM-S ）テクノロジがサポートされます。SnapMirror
Synchronous テクノロジは、ノード単位のライセンスされる機能で、ボリュームレベル
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の同期データレプリケーションを提供します。

この機能は、データ損失ゼロが求められる金融や医療などの業種で、同期レプリケーションに関する規制や国
の規定に対応します。

許可されるSnapMirror Synchronous処理

SnapMirror Synchronous レプリケーションの HA ペアあたりの最大処理数は、コントローラのモデルによっ
て異なります。

次の表に、プラットフォームの種類とONTAP のリリース別にHAペアで実行できるSnapMirror Synchronous処
理の数を示します。

プラットフォーム ONTAP 9.9.1より前
のリリース

ONTAP 9.9.1 ONTAP 9.10.1 ONTAP 9.11.1か
らONTAP 9.14.1ま
で

AFF 80 一六 〇 200 400

ASA 80 一六 〇 200 400

FAS 40 80 80 80

ONTAP Select の場
合

20 40 40 40

サポートされている機能

次の表に、SnapMirror SynchronousおよびONTAPの各リリースでサポートされる機能を示します。

フィーチャー（ Feature ） 最初にサポ
ートされた
リリース

追加情報

SnapMirror Synchronous 関係のプライ
マリボリュームに対するウィルス対策

ONTAP 9.6

アプリケーションで作成され
たSnapshotコピーのレプリケーション

ONTAP 9.7 Snapshotコピーに適切なラベルでタグ付けされてい

る場合は、 snapshot create SnapMirror
Synchronousは、CLIまたはONTAP APIを使用して、
アプリケーションを休止すると、ユーザが作成し
たSnapshotコピーと外部スクリプトで作成し
たSnapshotコピーの両方をレプリケートしま
す。Snapshot ポリシーを使用して作成され、スケジ
ュール設定された Snapshot コピーはレプリケートさ
れません。アプリケーションで作成されたSnapshot
コピーのレプリケートの詳細については、ナレッジベ
ースの記事： "アプリケーションで作成され
たSnapshotをSnapMirror Synchronousでレプリケー
トする方法"。

クローンの自動削除 ONTAP 9.6
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階層化ポリシーが「な
し」、「Snapshot」、または「自動」
のFabricPoolアグリゲート
は、SnapMirror Synchronousのソース
とデスティネーションでサポートされ
ます。

ONTAP 9.5 FabricPool アグリゲートのデスティネーションボリュ
ームを「すべて」の階層化ポリシーに設定することは
できません。

FC ONTAP 9.5 レイテンシが10ミリ秒を超えないすべてのネットワ
ーク

FC-NVMe ONTAP 9.7

フアイルクロン ONTAP 9.7

SnapMirror Synchronous 関係のプライ
マリボリュームに対する FPolicy

ONTAP 9.6

SnapMirror Synchronous関係のプライ
マリボリュームに対するハードクォー
タとソフトクォータ

ONTAP 9.6 クォータルールはデスティネーションにレプリケート
されないため、クォータデータベースはデスティネー
ションにレプリケートされません。

クラスタ内同期関係 ONTAP
9.14.1

高可用性は、ソースボリュームとデスティネーション
ボリュームが別 々 のHAペアに配置されている場合に
提供されます。
クラスタ全体が停止すると、クラスタがリカバリされ
るまでボリュームにアクセスできなくなります。
クラスタ内のSnapMirror同期関係が、同時接続数の全
体的な制限に影響します。 HAペアあたりの関係数。

iSCSI ONTAP 9.5

LUN クローンと NVMe ネームスペース
クローン

ONTAP 9.7

アプリケーションで作成され
たSnapshotコピーによってバックアッ
プされるLUNクローン

ONTAP 9.7

混在プロトコルアクセス（NFS v3
とSMB）

ONTAP 9.6

NDMP / NDMPリストア ONTAP
9.13.1

SnapMirror SynchronousでNDMPを使用するには、ソ
ースクラスタとデスティネーションクラスタの両方
でONTAP 9.13.1以降が実行されている必要がありま
す。詳細については、を参照してください NDMPコ
ピーを使用してデータを転送します。

AFF / ASAプラットフォームでのみ、無
停止のSnapMirror Synchronous
Operations（NDO；SnapMirror
Synchronous Operations）を実行でき
ます。

ONTAP
9.12.1

ノンストップオペレーションをサポートしているた
め、ダウンタイムをスケジュールせずに、一般的なメ
ンテナンスタスクを多数実行できます。サポートされ
る処理には、テイクオーバーとギブバック、およびボ
リュームの移動があります。ただし、1つのノード
が2つのクラスタのそれぞれで稼働している必要があ
ります。

NFS v4.2 ONTAP
9.10.1

NFS v4.3 ONTAP 9.5
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NFS v4.0 ONTAP 9.6

NFS v4.1 ONTAP 9.6

NVMe/FC 9.10.1

メタデータ処理頻度の上限の削除 ONTAP 9.6

TLS 1.2 暗号化を使用した機密データ転
送時のセキュリティ

ONTAP 9.6

単一ファイルおよび部分ファイルのリ
ストア

ONTAP
9.13.1

SMB 2.0以降 ONTAP 9.6

SnapMirror Synchronous ミラー - ミラ
ーカスケード

ONTAP 9.6 SnapMirror Synchronous 関係のデスティネーション
ボリュームからの関係は非同期 SnapMirror 関係であ
る必要があります。

SVM ディザスタリカバリ ONTAP 9.6 * SnapMirror Synchronousソースは、SVMディザスタ
リカバリソースにすることもできます。たとえ
ば、SnapMirror Synchronousを一方のレッグとし
て、SVMディザスタリカバリをもう一方のレッグと
して使用するファンアウト構成などです。

* SnapMirror Synchronousはデータ保護ソースのカス
ケードをサポートしていないため、SnapMirror
SynchronousソースをSVMディザスタリカバリデステ
ィネーションにすることはできません。
デスティネーションクラスタでSVMディザスタリカ
バリのフリップ再同期を実行する前に、同期関係を解
放する必要があります。

* SVMディザスタリカバリではDPボリュームのレプ
リケーションがサポートされないため、SnapMirror
SynchronousデスティネーションをSVMディザスタリ
カバリソースにすることはできません。
同期ソースの逆再同期を実行すると、SVMディザス
タリカバリでデスティネーションクラスタのDPボリ
ュームが除外されます。

ソースボリュームへのテープベースの
リストア

ONTAP
9.13.1

NAS のソースボリュームとデスティネ
ーションボリュームの間のタイムスタ
ンプパリティ

ONTAP 9.6 ONTAP 9.5 から ONTAP 9.6 にアップグレードした場
合、タイムスタンプはソースボリューム内の新規およ
び変更されたファイルについてのみレプリケートされ
ます。ソースボリューム内の既存のファイルのタイム
スタンプは同期されません。

サポートされない機能です

Synchronous SnapMirror 関係では、次の機能はサポートされません。

• 整合グループ

• DP_Optimized （ DPO ）システム

18



• FlexGroup ボリューム

• FlexCache ボリューム

• グローバルスロットル

• ファンアウト構成で確立できる SnapMirror Synchronous 関係は 1 つだけで、ソースボリュームからの残
りの関係はすべて非同期 SnapMirror 関係にする必要があります。

• LUNノイトウ

• MetroCluster 構成

• SAN アクセスと NVMe アクセスが混在しています
LUN と NVMe ネームスペースは、同じボリュームまたは SVM ではサポートされません。

• SnapCenter

• SnapLock ボリューム

• 改ざん防止Snapshotコピー

• デスティネーションボリュームでのダンプおよび SMTape を使用したテープバックアップまたはリストア

• ソースボリュームのしきい値の下限（最小 QoS ）

• ボリュームSnapRestore

• VVol

動作モード

SnapMirror Synchronous には、使用する SnapMirror ポリシーに基づいて 2 つの動作モードがあります。

• * 同期モード *
Syncモードでは、アプリケーションI/O処理がプライマリとセカンダリに並行して送信されます。
ストレージシステム何らかの理由でセカンダリストレージへの書き込みが完了しない場合、アプリケーシ
ョンはプライマリストレージへの書き込みを継続できます。エラー状態が解消されると、 SnapMirror
Synchronous テクノロジは自動的にセカンダリストレージを再同期し、プライマリストレージからセカン
ダリストレージへの同期モードでのレプリケーションを再開します。
Sync モードでは、セカンダリレプリケーションに障害問題が発生するまで RPO=0 と非常に低い RTO を
実現できます。この場合、 RPO と RTO は不確定になりますが、セカンダリレプリケーションが失敗し、
再同期が完了するまでの時間と同じになります。

• * StrictSync モード *
SnapMirror Synchronous は、必要に応じて StrictSync モードで実行できます。何らかの理由でセカンダ
リストレージへの書き込みが完了しない場合、アプリケーション I/O が失敗し、プライマリストレージと
セカンダリストレージが同一に保たれます。プライマリへのアプリケーションI/Oは、SnapMirror関係がに

戻るまで再開されません InSync ステータス。プライマリストレージで障害が発生した場合は、フェイル
オーバー後にセカンダリストレージでアプリケーション I/O を再開できます。データ損失は発生しませ
ん。
StrictSync モードの RPO は常にゼロで、 RTO も非常に低く抑えられます。

関係のステータス

SnapMirror Synchronous関係のステータスは、常ににあります InSync 通常動作中のステータス。何らかの
理由でSnapMirror転送に失敗した場合、デスティネーションはソースと同期されておらず、に移動できます

OutofSync ステータス。
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SnapMirror Synchronous関係については、関係のステータスが自動的にチェックされます InSync または

OutofSync）を一定の間隔で入力します。関係のステータスがの場合 OutofSync`ONTAP は自動再同期プ

ロセスを自動的にトリガーして、関係をに戻します `InSync ステータス。再同期が実行されるのは、ソース
またはデスティネーションでの計画外のストレージフェイルオーバーやネットワークの停止などによって転送

に失敗した場合のみです。など、ユーザが開始した処理 snapmirror quiesce および snapmirror

break 自動再同期はトリガーしないでください。

関係のステータスがになる場合 OutofSync StrictSyncモードのSnapMirror Synchronous関係では、プライマ

リボリュームに対するI/O処理がすべて停止されます。。 OutofSync SyncモードでのSnapMirror
Synchronous関係の状態はプライマリへの影響を受けず、プライマリボリュームでI/O処理が許可されます。

関連情報

"NetAppテクニカルレポート4733：『SnapMirror Synchronousの構成とベストプラクティス』"

StrictSync ポリシーと Sync ポリシーでサポートされるワークロードについて

StrictSyncポリシーとSyncポリシーでは、FC、iSCSI、FC-NVMeの各プロトコルを使用
したLUNベースのすべてのアプリケーションに加え、データベース、VMware、クォー
タ、SMBなどのエンタープライズアプリケーションについてはNFSv3プロトコル
とNFSv4プロトコルがサポートされます。ONTAP 9.6 以降では、 EDA （デザインオー
トメーション）、ホームディレクトリ、ソフトウェアビルドワークロードなどのエンタ
ープライズファイルサービスに SnapMirror Synchronous を使用できます。

ONTAP 9.5 では、 Sync ポリシーで NFSv3 または NFSv4 ワークロードを選択する際、いくつかの重要な側
面について考慮する必要があります。読み取り処理や書き込み処理のワークロードのデータ量については、
Sync ポリシーでは IO ワークロードが高くても対応できるため考慮する必要はありません。ONTAP 9.5 で
は、ファイルの作成、ディレクトリの作成、ファイル権限の変更、ディレクトリ権限の変更などの処理が多い
ワークロード（「メタデータ比率の高いワークロード」と呼ばれます）は適さない場合があります。メタデー
タ比率の高いワークロードの典型的な例としては、複数のテストファイルを作成して自動化の実行後にファイ
ルを削除する DevOps ワークロードがあります。また、コンパイル時に複数の一時ファイルを生成する並列
ビルドワークロードなども含まれます。メタデータの書き込みアクティビティの比率が高いと、ミラー間の原
因同期を一時的に解除して、クライアントからの読み取りや書き込みの IO が停止することがあります。

ONTAP 9.6 以降ではこれらの制限はなくなり、ホームディレクトリやソフトウェアビルドワークロードなど
のマルチユーザ環境を含むエンタープライズファイルサービスのワークロードに SnapMirror Synchronous を
使用できるようになりました。

関連情報

"SnapMirror Synchronous の設定およびベストプラクティス"

SnapMirror テクノロジを使用したバックアップのアーカイブ

SnapVault 9.3 以降では、 ONTAP テクノロジの代わりに SnapMirror バックアップポリ
シーが使用されます。標準への準拠およびその他のガバナンス関連の目的で、ディスク
ツーディスクの Snapshot コピーレプリケーションに SnapMirror バックアップポリシー
を使用します。SnapMirror 関係では、通常、ソースボリューム内の Snapshot コピーだ
けがデスティネーションに含まれますが、 SnapVault デスティネーションはより長期間
にわたって作成されたポイントインタイムの Snapshot コピーを保持します。

20

http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-4733.pdf


たとえば、ビジネスに関する政府会計規則に準拠するために、 20 年にわたってデータの月次 Snapshot コ
ピーを保持しなければならない場合があります。SnapVault ストレージからデータを提供する必要はないた
め、デスティネーションシステムでは低速かつ低コストのディスクを使用できます。

次の図は、 SnapMirror バックアップデータ保護関係を示しています。

バックアップデータ保護関係を初期化する方法

関係の SnapMirror ポリシーでは、ベースラインおよび更新の内容を定義します。

デフォルトのバックアップポリシーに基づくベースライン転送 XDPDefault ソースボリュームのSnapshotコ
ピーを作成し、そのコピーおよびコピーが参照するデータブロックをデスティネーションボリュームに転送し
ます。SnapMirror 関係とは異なり、バックアップにはベースラインに古い Snapshot コピーは含まれません。

バックアップデータ保護関係を更新する方法

更新は、設定したスケジュールに従って非同期に行われます。関係のポリシーで定義するルールによって、更
新に含める新しい Snapshot コピーおよび保持するコピーの数が特定されます。ポリシーで定義されているラ
ベル (“`s onty,”) は、ソース上の Snapshot ポリシーで定義されている 1 つ以上のラベルと一致する必要があり
ます。そうしないと、レプリケーションが失敗します。

をクリックします XDPDefault ポリシー：SnapMirrorは、前回の更新後に作成されたSnapshotコピーを転送
します（Snapshotコピーのラベルがポリシールールで定義されたラベルに一致する場合）。をクリックしま

す snapmirror policy show コマンドを使用します XDPDefault ポリシーでは、次の点に注意してくだ
さい。

• Create Snapshot は"`false`"であり、それを示します XDPDefault では、SnapMirrorによる関係の更新
時にSnapshotコピーは作成されません。

• XDPDefault には、「daily」および「weekly」というルールが設定されています。SnapMirrorが関係を更
新するときに、ソース上のラベルが一致するすべてのSnapshotコピーが転送されます。
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cluster_dst::> snapmirror policy show -policy XDPDefault -instance

                     Vserver: vs0

      SnapMirror Policy Name: XDPDefault

      SnapMirror Policy Type: vault

                Policy Owner: cluster-admin

                 Tries Limit: 8

           Transfer Priority: normal

   Ignore accesstime Enabled: false

     Transfer Restartability: always

 Network Compression Enabled: false

             Create Snapshot: false

                     Comment: Default policy for XDP relationships with

daily and weekly

                              rules.

       Total Number of Rules: 2

                  Total Keep: 59

                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              daily                   7  false       0 -

-

                              weekly                 52  false       0 -

-

SnapMirror ユニファイドレプリケーションの基本

SnapMirror_unified replication _ は、同じデスティネーションボリュームでディザスタリ
カバリとアーカイブを設定できます。ユニファイドレプリケーションが適している場合
は、必要なセカンダリストレージの量を減らし、ベースライン転送の回数を制限して、
ネットワークトラフィックを減らすことができます。

一元化されたデータ保護関係を初期化する方法

SnapMirror と同様に、一元化されたデータ保護機能の初回起動時に、ベースライン転送が実行されます。関
係の SnapMirror ポリシーでは、ベースラインおよび更新の内容を定義します。

デフォルトの一元化されたデータ保護ポリシーに基づくベースライン転送 MirrorAndVault ソースボリュー
ムのSnapshotコピーを作成し、そのコピーおよびコピーが参照するデータブロックをデスティネーションボ
リュームに転送します。バックアップのアーカイブと同様に、一元化されたデータ保護にはベースラインの古
い Snapshot コピーは含まれません。

一元化されたデータ保護関係を更新する方法

をクリックします MirrorAndVault SnapMirrorポリシーでは、ソースボリュームのSnapshotコピーが作成

22



され、そのSnapshotコピーと前回の更新後に作成されたすべてのSnapshotコピーが転送されます（Snapshot

ポリシーのルールで定義されたラベルに一致するラベルがある場合）。をクリックします snapmirror

policy show コマンドを使用します MirrorAndVault ポリシーでは、次の点に注意してください。

• Create Snapshot は「true」で、これを示します MirrorAndVault SnapMirrorによる関係の更新時
にSnapshotコピーが作成されます。

• MirrorAndVault には、「sm_created」、「daily」、および「weekly」というルールが設定されていま
す。SnapMirrorが関係を更新するときに、SnapMirrorで作成されたSnapshotコピーと、ソース上のラベル
が一致するSnapshotコピーの両方が転送されることを示します。

cluster_dst::> snapmirror policy show -policy MirrorAndVault -instance

                     Vserver: vs0

      SnapMirror Policy Name: MirrorAndVault

      SnapMirror Policy Type: mirror-vault

                Policy Owner: cluster-admin

                 Tries Limit: 8

           Transfer Priority: normal

   Ignore accesstime Enabled: false

     Transfer Restartability: always

 Network Compression Enabled: false

             Create Snapshot: true

                     Comment: A unified Synchronous SnapMirror and

SnapVault policy for

                              mirroring the latest file system and daily

and weekly snapshots.

       Total Number of Rules: 3

                  Total Keep: 59

                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              sm_created              1  false       0 -

-

                              daily                   7  false       0 -

-

                              weekly                 52  false       0 -

-

Unified7year ポリシー

事前に設定されている Unified7year ポリシーはとまったく同じように機能します `MirrorAndVault`ただ
し、4番目のルールでは、月次Snapshotコピーを転送して7年間保持します。
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                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              sm_created              1  false       0 -

-

                              daily                   7  false       0 -

-

                              weekly                 52  false       0 -

-

                              monthly                84  false       0 -

-

データ破損の可能性をなくします

ユニファイドレプリケーションは、ベースライン転送の内容を、初期化時に SnapMirror で作成された
Snapshot コピーに制限します。各更新で、 SnapMirror はソースの Snapshot コピーをもう 1 つ作成して、そ
の Snapshot コピーおよび Snapshot ポリシーのルールで定義されたラベルと一致するラベルを持つ新しいす
べての Snapshot コピーを転送します。

最後に転送された Snapshot コピーのコピーをデスティネーションで作成することにより、更新した
Snapshot コピーが破損する可能性を防ぐことができます。この「ローカル・コピー」はソース上の保持ルー
ルに関係なく保持されるため、元は SnapMirror によって転送された Snapshot がソースで使用できなくなっ
た場合でも、そのコピーをデスティネーションで使用できます。

ユニファイドデータレプリケーションを使用する状況

完全なミラーリングを維持するメリットと、セカンダリストレージの量を削減し、ベースライン転送の数を減
らし、ネットワークトラフィックを減らすユニファイドレプリケーションのメリットをどちらかと比較する必
要があります。

ユニファイドレプリケーションの妥当性を判断する際の重要な要素は、アクティブファイルシステムの変更率
です。たとえば、データベーストランザクションログの時間単位 Snapshot コピーを保持するボリュームに
は、従来のミラーの方が適している場合があります。

XDP は、 DP を SnapMirror のデフォルトとして置き換えます

ONTAP 9.3 以降では、 SnapMirror 拡張データ保護（ XDP ）モードが SnapMirror デー
タ保護（ DP ）モードに代わって SnapMirror のデフォルトになりました。

ONTAP 9.12.1 ONTAP 以降のリリースにアップグレードする前に、既存のDPタイプの関係をXDPに変換する
必要があります。詳細については、を参照してください "既存の DP タイプの関係を XDP に変換します"。

ONTAP 9.3 までは、 DP モードで起動する SnapMirror と XDP モードで起動する SnapMirror は異なるレプリ
ケーションエンジンを使用しており、バージョン依存性に対するアプローチも異なります。

• DP モードで起動する SnapMirror では、プライマリストレージとセカンダリストレージの ONTAP バージ
ョンを同じにする必要がある、バージョンに依存するレプリケーションエンジンを使用していました。
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cluster_dst::>  snapmirror create -type DP -source-path ... -destination

-path ...

• XDP モードで起動する SnapMirror では、バージョンに依存しないレプリケーションエンジンを使用して
いました。そのため、プライマリストレージとセカンダリストレージの ONTAP バージョンが異なってい
てもかまいませんでした。

cluster_dst::>  snapmirror create -type XDP -source-path ...

-destination-path ...

パフォーマンスの向上に伴い、レプリケーションスループットではバージョンに依存するモードの方がわずか
に優れてはいるものの、バージョンに依存しない SnapMirror の方がはるかに大きなメリットが得られます。
そのため、 ONTAP 9.3 以降では XDP モードが新しいデフォルト値となり、コマンドラインまたは新規 / 既存
のスクリプトにおける DP モードの起動は自動的に XDP モードに変換されます。

既存の関係には影響しません。DP タイプの既存の関係は引き続き DP タイプになります。ONTAP 9.5 以降で
は、データ保護モードを指定しなかった場合、および XDP モードを関係のタイプとして指定した場合、デフ
ォルトポリシーが MirrorAndVault に変更になりました。次の表は、想定される動作を示しています。

指定するモード タイプ デフォルトポリシー（ポリシーを
指定しない場合）

DP XDP MirrorAllSnapshots （ SnapMirror
DR ）

なし XDP MirrorAndVault （ユニファイドレ
プリケーション）

XDP XDP MirrorAndVault （ユニファイドレ
プリケーション）

次の表に示すように、それぞれの状況で XDP に割り当てられるデフォルトポリシーでは、変換後も古いタイ
プと同等の機能が保証されます。もちろん、ユニファイドレプリケーションのポリシーなど、必要に応じて異
なるポリシーを使用することもできます。

指定するモード ポリシー 結果

DP MirrorAllSnapshots SnapMirror DR

XDPDefault SnapVault MirrorAndVault の場合

ユニファイドレプリケーション XDP MirrorAllSnapshots

SnapMirror DR XDPDefault SnapVault
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変換の唯一の例外は次のとおりです。

• ONTAP 9.3 以前の SVM データ保護関係のデフォルトは引き続き DP モードです。

ONTAP 9.4 以降では、 SVM データ保護関係のデフォルトが XDP モードに変更されました。

• ルートボリュームの負荷共有データ保護関係のデフォルトは引き続き DP モードです。

• ONTAP 9.4 以前の SnapLock データ保護関係のデフォルトは引き続き DP モードです。

ONTAP 9.5 以降では、 SnapLock データ保護関係のデフォルトが XDP モードに変更されました。

• 次のクラスタ全体のオプションを設定した場合、 DP を明示的に指定した場合のデフォルトは引き続き
DP モードです。

options replication.create_data_protection_rels.enable on

DP を明示的に指定しない場合、このオプションは無視されます。

デスティネーションボリュームが自動的に拡張される状況

ソースボリュームのサイズが増大していた場合、デスティネーションボリュームを含む
アグリゲートに空きスペースがあれば、データ保護ミラー転送の実行時にデスティネー
ションボリュームのサイズが自動的に拡張されます。

この処理は、デスティネーションの自動拡張の設定には関係なく行われます。ボリューム ONTAP の拡張量を
制限したり拡張処理を禁止したりすることはできません。

データ保護ボリュームは、デフォルトでに設定されます grow_shrink オートサイズモード。使用済みスペ
ースの量に応じてボリュームを拡張または縮小できます。データ保護ボリュームの max-autosize は、 FlexVol
の最大サイズと同じで、プラットフォームごとに異なります。例：

• FAS6240 、デフォルトの DP ボリューム max-autosize = 70TB

• FAS8200 のデフォルトの DP ボリューム最大オートサイズは 100TB です

詳細については、を参照してください "NetApp Hardware Universe の略"。

ファンアウト構成およびカスケード構成のデータ保護

a_fan-out_deployment を使用すると、データ保護を複数のセカンダリシステムに拡張で
きます。a_cascade _deployment を使用して、データ保護を 3 次システムに拡張できま
す。

ファンアウトとカスケードのどちらの構成でも、 SnapMirror DR 、 SnapVault 、ユニファイドレプリケーシ
ョンを任意に組み合わせることができます。ただし、 SnapMirror Synchronous 関係（ ONTAP 9.5 以降でサ
ポート）では非同期 SnapMirror 関係を使用したファンアウト構成のみがサポートされ、カスケード構成はサ
ポートされません。ファンアウト構成で確立できる SnapMirror Synchronous 関係は 1 つだけで、ソースボリ
ュームからの残りの関係はすべて非同期 SnapMirror 関係にする必要があります。 SnapMirror によるビジネス
継続性 （ ONTAP 9.8 以降でサポート）では、ファンアウト構成もサポートされています。
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ファンイン導入を使用すると、複数のプライマリシステムと単一のセカンダリシステムの間に
データ保護関係を作成できます。各関係では、セカンダリシステム上の異なるボリュームを使
用する必要があります。

ファンアウト構成またはカスケード構成に含まれるボリュームは、
再同期：SnapMirror関係のレポートが表示されることも珍しくありません。
長期間のステータス「準備中」。

ファンアウト構成の仕組み

SnapMirror は、 _ multiple-mirrors _ および _ mirror -vault_fan-out 構成をサポートします。

複数ミラーファンアウト構成では、ソースボリュームから複数のセカンダリボリュームへのミラー関係が確立
されます。

ミラー - ヴォールトファンアウト構成では、ソースボリュームからセカンダリボリュームへのミラー関係と、
別のセカンダリボリュームへの SnapVault 関係が確立されます。

ONTAP 9.5 以降では、ファンアウト構成で SnapMirror Synchronous 関係を確立できます。ただし、ファンア
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ウト構成で確立できる SnapMirror Synchronous 関係は 1 つだけで、ソースボリュームからの残りの関係は
すべて非同期 SnapMirror 関係にする必要があります。

カスケード構成の仕組み

SnapMirror は、 _ mirror - 、 _ mirror - vault_ 、 vault - mirror 、 _vault-vault-cascade の構成をサポートして
います。

ミラー - ミラーカスケード構成の関係のチェーンでは、ソースボリュームがセカンダリボリュームにミラーリ
ングされ、そのセカンダリボリュームが 3 番目のボリュームにミラーリングされます。セカンダリボリュー
ムが使用できなくなった場合は、プライマリボリュームと 3 番目のボリュームの間の関係を同期できます。
ベースライン転送を新たに実行する必要はありません。

ONTAP 9.6 以降では、ミラー - ミラーカスケード構成で SnapMirror Synchronous 関係がサポートされま
す。SnapMirror Synchronous 関係に含めることができるのは、プライマリボリュームとセカンダリボリュー
ムだけです。セカンダリボリュームと 3 番目のボリュームの関係は非同期でなければなりません。

ミラー - ヴォールトカスケード構成の関係のチェーンでは、ソースボリュームがセカンダリボリュームにミラ
ーリングされ、そのセカンダリボリュームが 3 番目のボリュームに保存されます。
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ヴォールト - ミラー、 ONTAP 9.2 以降では、ヴォールト - ヴォールトカスケード構成もサポートされます。

• ヴォールト - ミラーカスケード構成の関係のチェーンでは、ソースボリュームがセカンダリボリュームに
保存され、そのセカンダリボリュームが 3 番目のボリュームにミラーリングされます。

• （ ONTAP 9.2 以降）ヴォールト - ヴォールトカスケード構成の関係のチェーンでは、ソースボリューム
がセカンダリボリュームに保存され、そのセカンダリボリュームが 3 番目のボリュームに保存されます。

詳細はこちら

• SM-BC を使用したファンアウト構成で保護を再開します

SnapMirror ライセンス

SnapMirror のライセンスの概要

ONTAP 9.3 以降では、 ONTAP インスタンス間のレプリケーションが簡易化されていま
す。ONTAP 9 リリースでは、 SnapMirror ライセンスでバックアップ関係とミラー関係
の両方がサポートされます。SnapMirrorライセンスを使用すると、バックアップとディ
ザスタリカバリの両方のユースケースでONTAPレプリケーションをサポートできます。

ONTAP 9.3より前のリリースでは、ONTAPインスタンス間のconfigure_vault_relationshipsには別個
のSnapVaultライセンスが必要でした。この場合、DPインスタンスに保持期間の長いバックアップユースケー
スに対応するために、より多くのSnapshotコピーが保持される可能性がありました。 また、ONTAPインスタ
ンス間で_mirror_relationshipsを設定するには、SnapMirrorライセンスが必要でした。この場合、クラスタフ
ェイルオーバーを可能にするディザスタリカバリのユースケースに対応するために、各ONTAPインスタンス
が同じ数のSnapshotコピー（_mirror_image）を保持します。ONTAP 8.xおよび9.xリリースでは、SnapMirror
ライセンスとSnapVaultライセンスの両方が引き続き使用され、サポートされます。

SnapVaultライセンスは引き続き機能し、ONTAP 8.xと9.xの両方のリリースでサポートされます
が、SnapVaultライセンスの代わりにSnapMirrorライセンスを使用して、ミラー構成とバックアップ構成の両
方に使用できます。

ONTAP 非同期レプリケーションでは、 ONTAP 9.3 以降、単一のユニファイドレプリケーションエンジンを
使用して拡張データ保護モード（ XDP ）ポリシーを設定します。このポリシーでは、ミラーポリシー、バッ
クアップポリシー、またはミラーバックアップポリシーに対して SnapMirror ライセンスを設定できます。ソ
ースとデスティネーションの両方のクラスタに SnapMirror ライセンスが必要です。SnapVault ライセンス
は、すでにインストールされている場合は必要ありません。SnapMirror非同期無期限ライセンスは、新し
いAFFおよびFASシステムにインストールされるONTAP ONEソフトウェアスイートに含まれています。

データ保護構成の上限は、 ONTAP のバージョン、ハードウェアプラットフォーム、インストールされている
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ライセンスなど、いくつかの要因で決まります。詳細については、を参照してください "Hardware
Universe"。

SnapMirror Synchronous ライセンス

ONTAP 9.5 以降では、 SnapMirror Synchronous 関係がサポートされます。SnapMirror Synchronous 関係を
作成するには、次のライセンスが必要です。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタの両方に SnapMirror Synchronous ライセンスが必要で
す。

SnapMirror Synchronousライセンスは、 "ONTAP Oneライセンススイート"。

Premium Bundle または Flash Bundle の 2019 年 6 月より前に購入したシステムの場合、ネットアップマ
スターキーをダウンロードして、必要な SnapMirror Synchronous ライセンスをNetApp Support Siteから
入手できます。 "マスターライセンスキー"。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタの両方に SnapMirror ライセンスが必要です。

SnapMirror Cloud ライセンス

ONTAP 9.8 以降では、 SnapMirror クラウドライセンスにより、 ONTAP インスタンスからオブジェクトスト
レージエンドポイントへの Snapshot コピーの非同期レプリケーションが可能になりました。レプリケーショ
ンターゲットは、オンプレミスのオブジェクトストアと、 S3 および S3 と互換性のあるパブリッククラウド
のオブジェクトストレージサービスの両方を使用して設定できます。SnapMirror クラウド関係は、 ONTAP
システムから、事前修飾されたオブジェクトストレージターゲットへとサポートされます。

SnapMirror Cloudはスタンドアロンライセンスとしては提供されていません。ONTAP クラスタごとに必要な
ライセンスは1つだけです。SnapMirror Cloudライセンスに加えて、非同期SnapMirrorライセンスも必要で
す。

SnapMirror クラウド関係を作成するには、次のライセンスが必要です。

• オブジェクトストアエンドポイントに直接レプリケートするためのSnapMirrorライセンスとSnapMirror
Cloudライセンスの両方。

• マルチポリシーレプリケーションワークフロー（ディスクツーディスクツークラウドなど）を設定する場
合は、すべての ONTAP インスタンスに SnapMirror ライセンスが必要です。一方、 SnapMirror クラウド
ライセンスが必要なのは、オブジェクトストレージエンドポイントに直接レプリケートするソースクラス
タだけです。

ONTAP 9.9.1以降では、次のことが可能になりました。 "System Managerを使用したSnapMirror Cloudレプリ
ケーション"。

SnapMirror Cloud のサードパーティ製アプリケーションの許可を受けた一覧は、ネットアップの Web サイト
で公開されています。

Data Protection Optimizedライセンス

Data Protection Optimized（DPO）ライセンスの販売は終了し、現在のプラットフォームではDPOはサポート
されていません。ただし、サポート対象のプラットフォームにDPOライセンスがインストールされている場
合、NetAppはそのプラットフォームが提供されるまでサポートを継続します。

DPOはONTAP Oneライセンスバンドルには含まれておらず、DPOライセンスがシステムにインストールされ
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ている場合はONTAP Oneライセンスバンドルにアップグレードできません。

サポートされるプラットフォームの詳細については、を参照してください。 "Hardware Universe"。

SnapMirror Cloudライセンスのインストール

SnapMirror Cloud関係は、認定済みの他社製バックアップアプリケーションを使用して
オーケストレーションできます。ONTAP 9.9.1以降では、System Managerを使用し
てSnapMirror Cloudレプリケーションをオーケストレーションすることもできま
す。System Managerを使用してオンプレミスのONTAPをオブジェクトストレージバッ
クアップにオーケストレーションする場合は、SnapMirrorとSnapMirror Cloudの両方の
容量ライセンスが必要です。また、SnapMirror Cloud APIライセンスを要求してインス
トールする必要があります。

このタスクについて

SnapMirror CloudライセンスとS3 SnapMirrorライセンスはクラスタライセンスであり、ノードライセンスで
はありません。そのため、ONTAP Oneライセンスバンドルには_not_deliveredが付属しています。これらのラ
イセンスは、個別のONTAP One Compatibilityバンドルに含まれています。SnapMirror Cloudを有効にする場
合は、このバンドルを要求する必要があります。

また、System ManagerによるオブジェクトストレージへのSnapMirror Cloudバックアップのオーケストレー
ションには、SnapMirror Cloud APIキーが必要です。このAPIライセンスはシングルインスタンスのクラスタ
全体ライセンスであるため、クラスタ内のすべてのノードにインストールする必要はありません。

手順

ONTAP ONE Compatibility BundleとSnapMirror Cloud APIライセンスを要求してダウンロードし、System
Managerを使用してインストールする必要があります。

1. ライセンスを付与するクラスタのクラスタUUIDを探して記録します。

クラスタ用のONTAP One Compatibilityバンドルを注文する要求を送信するには、クラスタUUIDが必要で
す。

2. NetApp営業チームに連絡して、ONTAP ONE互換性バンドルをリクエストしてください。

3. NetApp Support Siteに記載されている手順に従って、SnapMirror Cloud APIライセンスを要求します。

"SnapMirror Cloud APIライセンスキーを申請します"

4. ライセンスファイルを受け取ってダウンロードしたら、System Managerを使用して、ONTAP Cloud
Compatibility NLFとSnapMirror Cloud API NLFをクラスタにアップロードします。

a. [Cluster] > [Settings] の順にクリックします。

b. ウィンドウで、[ライセンス]*をクリックします。

c. [ライセンス]*ウィンドウで、 。

d. [ * ライセンスの追加 * ] ダイアログボックスで、 [ * 参照 ] をクリックしてダウンロードした NLF を選
択し、 [ * 追加 ] をクリックしてファイルをクラスタにアップロードします。

関連情報

"SnapMirror を使用してデータをクラウドにバックアップ"
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"ネットアップソフトウェアライセンスの検索"

DPO システムの機能拡張

ONTAP 9.6 以降では、 DP_Optimized （ DPO ）ライセンスをインストールすると、サ
ポートされる FlexVol の最大数が増加します。ONTAP 9.4以降では、DPOライセンスの
あるシステムでSnapMirrorバックオフ、ボリューム間のバックグラウンド重複排除、ド
ナーとしてのSnapshotブロックの使用、およびコンパクションがサポートされます。

ONTAP 9.6 以降では、セカンダリシステムまたはデータ保護システムでサポートされる FlexVol の最大数が
増加し、 FlexVol ボリュームをノードあたり最大 2 、 500 個まで、フェイルオーバーモードでは最大 5 、
000 個まで拡張できるようになりました。FlexVol ボリュームの増加は、 DP_Optimized （ DPO ）ライセン
スで有効になります。この場合も、ソースとデスティネーションの両方のノードに SnapMirror ライセンスが
必要です。

ONTAP 9.4 以降では、 DPO システムの次の機能が強化されています。

• SnapMirror バックオフ： DPO システムでは、レプリケーショントラフィックにクライアントのワークロ
ードと同じ優先度が与えられます。

DPO システムでは、 SnapMirror バックオフはデフォルトでは無効になります。

• ボリュームのバックグラウンド重複排除とボリューム間のバックグラウンド重複排除： DPO システムで
は、ボリュームのバックグラウンド重複排除とボリューム間のバックグラウンド重複排除が有効になりま
す。

を実行できます storage aggregate efficiency cross-volume-dedupe start -aggregate

aggregate_name -scan-old-data true コマンドを使用して既存データを重複排除します。パフォ
ーマンスへの影響を少なくするために、このコマンドはピーク時を避けて実行することを推奨します。

• Snapshot ブロックをドナーとして使用して削減効果を向上：アクティブなファイルシステムでは使用で
きないが Snapshot コピーに含まれるデータブロックをボリューム重複排除のドナーとして使用します。

Snapshot コピーに含まれるデータと照合して新しいデータを重複排除することができるため、結果とし
て Snapshot ブロックが共有されることになります。ドナースペースが多いほど削減効果が高まり、特に
ボリュームに多数の Snapshot コピーがある場合に効果的です。

• コンパクション： DPO システムでは、データコンパクションはデフォルトで有効になります。

SnapMirror ボリュームレプリケーションを管理します

SnapMirror レプリケーションのワークフロー

SnapMirror には、 SnapMirror DR 、アーカイブ（旧 SnapVault ）、ユニファイドレプリ
ケーションの 3 種類のデータ保護関係があります。各タイプの関係は、同じ基本的なワ
ークフローに従って設定できます。

ONTAP 9.9.1の一般提供開始以降、SnapMirrorビジネス継続性（SM-BC）では、目標復旧時間ゼロ（ゼ
ロRTO）または透過的アプリケーションフェイルオーバー（TAF）が提供され、SAN環境でビジネスクリティ
カルなアプリケーションを自動的にフェイルオーバーできます。SM-BCは、2つのAFFクラスタまたは2つの
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オールフラッシュSANアレイ（ASA）クラスタの構成でサポートされます。

"ネットアップのマニュアル： SnapMirror Business Continuity"

SnapMirror データ保護関係のタイプごとに、ワークフローは同じです。デスティネーションボリュームの作
成、ジョブスケジュールの作成、ポリシーの指定、関係の作成と初期化を行います。

ONTAP 9.3以降では、を使用できます snapmirror protect コマンドを使用してデータ保護関係をワンス
テップで設定できます。を使用する場合でも同様です `snapmirror protect`では、ワークフローの各手順を理解
しておく必要があります。

レプリケーション関係をワンステップで設定します

ONTAP 9.3以降では、を使用できます snapmirror protect コマンドを使用してデー
タ保護関係をワンステップで設定できます。レプリケートするボリュームのリスト、デ
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スティネーションクラスタ上の SVM 、ジョブスケジュール、および SnapMirror ポリ

シーを指定します。 snapmirror protect 残りの処理を実行します。

必要なもの

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、および SVM のピア関係が確立されている必要がありま
す。

"クラスタと SVM のピアリング"

• デスティネーションボリューム上の言語は、ソースボリューム上の言語と同じである必要があります。

このタスクについて

。 snapmirror protect コマンドは、指定したSVMに関連付けられているアグリゲートを選択しま
す。SVM にアグリゲートが関連付けられていない場合は、クラスタ内のすべてのアグリゲートから選択され
ます。アグリゲートの選択は、空きスペースの量とアグリゲート上のボリュームの数に基づいて行われます。

。 snapmirror protect コマンドは次の手順を実行します。

• レプリケートするボリュームのリスト内の各ボリュームについて、適切なタイプとリザーブされたスペー
スを持つデスティネーションボリュームを作成します。

• 指定したポリシーに適したレプリケーション関係を設定します。

• 関係を初期化します。

デスティネーションボリュームの名前は、の形式になります source_volume_name_dst。既存の名前と競
合する場合は、コマンドによってボリューム名に数字が追加されます。コマンドオプションでは、プレフィッ

クスまたはサフィックスを指定できます。サフィックスは、システムが指定したものを置き換えます dst サ
フィックス。

ONTAP 9.3 以前では、デスティネーションボリュームに格納できる Snapshot コピーは最大 251 個で
す。ONTAP 9.4 以降では、デスティネーションボリュームに格納できる Snapshot コピーは最大 1019 個で
す。

初期化には時間がかかる場合があります。 snapmirror protect では、初期化が完了してか

らジョブが終了するまで待機しません。そのため、を使用する必要があります snapmirror

show コマンドを使用してください job show 初期化がいつ完了したかを確認するコマンド。

ONTAP 9.5以降では、を使用してSnapMirror Synchronous関係を作成できます snapmirror protect コマ
ンドを実行します

ステップ

1. レプリケーション関係をワンステップで作成して初期化します。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

snapmirror protect -path-list <SVM:volume> -destination-vserver

<destination_SVM> -policy <policy> -schedule <schedule> -auto-initialize

<true|false> -destination-volume-prefix <prefix> -destination-volume

-suffix <suffix>
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このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する

必要があります。。 -auto-initialize オプションのデフォルトは「true」です。

次の例は、デフォルトのを使用して、SnapMirror DR関係を作成して初期化します

MirrorAllSnapshots ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror protect -path-list svm1:volA, svm1:volB

-destination-vserver svm_backup -policy MirrorAllSnapshots -schedule

replication_daily

必要に応じて、カスタムポリシーを使用できます。詳細については、を参照してください "
カスタムレプリケーションポリシーを作成する"。

次の例は、デフォルトのを使用して、SnapVault 関係を作成して初期化します XDPDefault ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror protect -path-list svm1:volA, svm1:volB

-destination-vserver svm_backup -policy XDPDefault -schedule

replication_daily

次の例は、デフォルトのを使用して、ユニファイドレプリケーション関係を作成して初期化します

MirrorAndVault ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror protect -path-list svm1:volA, svm1:volB

-destination-vserver svm_backup -policy MirrorAndVault

次の例は、デフォルトのを使用して、SnapMirror Synchronous関係を作成して初期化します Sync ポリシ
ー：

cluster_dst::> snapmirror protect -path-list svm1:volA, svm1:volB

-destination-vserver svm_sync -policy Sync

SnapVault ポリシーとユニファイドレプリケーションポリシーの場合は、デスティネーショ
ンで最後に転送された Snapshot コピーのコピーを作成するスケジュールを定義すると便利
です。詳細については、を参照してください "デスティネーションでローカルコピーを作成
するスケジュールを定義します"。

完了後

を使用します snapmirror show コマンドを実行して、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コ
マンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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レプリケーション関係は一度に 1 つの手順で設定します

デスティネーションボリュームを作成

を使用できます volume create コマンドをデスティネーションで実行し、デスティネ
ーションボリュームを作成します。デスティネーションボリュームのサイズは、ソース
ボリュームと同じかそれ以上である必要があります。

ステップ

1. デスティネーションボリュームを作成します。

volume create -vserver SVM -volume volume -aggregate aggregate -type DP -size

size

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、という名前の2GBのデスティネーションボリュームを作成します volA_dst：

cluster_dst::> volume create -vserver SVM_backup -volume volA_dst

-aggregate node01_aggr -type DP -size 2GB

レプリケーションジョブスケジュールを作成

を使用できます job schedule cron create レプリケーションジョブスケジュール
を作成するコマンド。ジョブスケジュールでは、スケジュールの割り当て先のデータ保
護関係が SnapMirror によって自動的に更新されるタイミングを決定します。

このタスクについて

ジョブスケジュールはデータ保護関係の作成時に割り当てます。ジョブスケジュールを割り当てない場合は、
関係を手動で更新する必要があります。

ステップ

1. ジョブスケジュールを作成します。

job schedule cron create -name job_name -month month -dayofweek day_of_week

-day day_of_month -hour hour -minute minute

の場合 -month、 -dayofweek`および `-hour`を指定できます `all 毎月、曜日、および時間ごとに
ジョブを実行します。

ONTAP 9.10.1 以降では、ジョブスケジュールに SVM を追加できます。

job schedule cron create -name job_name -vserver Vserver_name -month month

-dayofweek day_of_week -day day_of_month -hour hour -minute minute
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Volume SnapMirror関係にあるFlexVol でサポートされる最小スケジュール（RPO）は5分で
す。Volume SnapMirror関係にあるFlexGroup でサポートされる最小スケジュール（RPO）
は30分です。

次の例は、という名前のジョブスケジュールを作成します my_weekly 土曜日の午前3時に実行されま
す。

cluster_dst::> job schedule cron create -name my_weekly -dayofweek

"Saturday" -hour 3 -minute 0

レプリケーションポリシーをカスタマイズします

カスタムレプリケーションポリシーを作成する

関係のデフォルトポリシーが適切でない場合は、カスタムレプリケーションポリシーを
作成できます。たとえば、ネットワーク転送時にデータを圧縮したり、 Snapshot コピ
ーを転送するための SnapMirror の試行回数を変更したりできます。

レプリケーション関係の作成時には、デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用できます。カスタムアーカ
イブ（旧 SnapVault ）またはユニファイドレプリケーションポリシーの場合は、初期化と更新の際に転送する
Snapshot コピーを決定する 1 つ以上の _ rules_ を定義する必要があります。また、デスティネーションでロ
ーカル Snapshot コピーを作成するスケジュールを定義することもできます。

レプリケーションポリシーの _policy type_of によって、サポートされる関係のタイプが決まります。次の表
は、使用可能なポリシータイプを示しています。

ポリシータイプ 関係タイプ

非同期ミラー SnapMirror DR

バックアップ SnapVault

ミラー - バックアップ ユニファイドレプリケーション

strict-sync-mirror のようになります StrictSync モードの SnapMirror Synchronous （
ONTAP 9.5 以降でサポート）

SyncMirror Sync モードの SnapMirror Synchronous （ ONTAP
9.5 以降でサポート）

カスタムレプリケーションポリシーを作成する場合は、デフォルトポリシーをモデルとするこ
とを推奨します。

ステップ

1. カスタムレプリケーションポリシーを作成します。
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snapmirror policy create -vserver SVM -policy policy -type async-

mirror|vault|mirror-vault|strict-sync-mirror|sync-mirror -comment comment

-tries transfer_tries -transfer-priority low|normal -is-network-compression

-enabled true|false

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ONTAP 9.5以降では、を使用して、SnapMirror Synchronous関係の共通のSnapshotコピースケジュールを

作成するスケジュールを指定できます -common-snapshot-schedule パラメータデフォルトでは、
SnapMirror Synchronous 関係の共通の Snapshot コピースケジュールは 1 時間です。SnapMirror
Synchronous 関係の Snapshot コピースケジュールの値は、 30 分から 2 時間までの範囲で指定できま
す。

次の例は、データ転送のためにネットワーク圧縮を有効にする、 SnapMirror DR 用のカスタムレプリケー
ションポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

DR_compressed -type async-mirror -comment “DR with network compression

enabled” -is-network-compression-enabled true

次の例は、 SnapVault 用のカスタムレプリケーションポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

my_snapvault -type vault

次の例は、ユニファイドレプリケーション用のカスタムレプリケーションポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy my_unified

-type mirror-vault

次の例は、 StrictSync モードの SnapMirror Synchronous 関係用のカスタムレプリケーションポリシーを
作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

my_strictsync -type strict-sync-mirror -common-snapshot-schedule

my_sync_schedule

完了後

「 vault 」および「 `m mirror vault 」ポリシータイプの場合は、初期化および更新時に転送する Snapshot コ
ピーを決定するルールを定義する必要があります。

を使用します snapmirror policy show コマンドを入力して、SnapMirrorポリシーが作成されたことを確
認します。コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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ポリシーのルールを定義します

ポリシータイプが「 vault 」または「 M mirror vault 」のカスタムポリシーの場合、初期
化および更新時に転送する Snapshot コピーを決定するルールを少なくとも 1 つ定義す
る必要があります。また、ポリシータイプが「 vault 」または「 `m mirror vault 」のデ
フォルトポリシーのルールを定義することもできます。

このタスクについて

ポリシータイプが「 vault 」または「 `m mirror vault 」のすべてのポリシーには、レプリケートする
Snapshot コピーを指定するルールが必要です。たとえば、「 bi-monthly 」ルールは、 SnapMirror ラベル
が「 bi-monthly 」に割り当てられた Snapshot コピーだけをレプリケートする必要があることを指定しま
す。SnapMirror ラベルは、ソースでの Snapshot ポリシーの設定時に指定します。

各ポリシータイプは、システム定義の 1 つ以上のルールに関連付けられます。これらのルールは、ポリシー
タイプの指定時にポリシーに自動的に割り当てられます。次の表は、システム定義のルールを示しています。

システム定義のルール ポリシータイプで使用されます 結果

sm_created async-mirror 、 mirror-vault 、
Sync 、 StrictSync

SnapMirror で作成された Snapshot
コピーが初期化および更新の際に
転送されます。

all_source_snapshots を指定しま
す

非同期ミラー ソース上の新しい Snapshot コピー
が初期化および更新の際に転送さ
れます。

毎日 バックアップ、ミラー - ヴォール
ト

SnapMirror ラベルが「毎日」のソ
ース上の新しい Snapshot コピーが
初期化および更新の際に転送され
ます。

毎週 バックアップ、ミラー - ヴォール
ト

SnapMirror ラベルが「 weekly 」
のソース上の新しい Snapshot コピ
ーは、初期化および更新の際に転
送されます。

毎月 ミラー - バックアップ SnapMirror ラベルが「アース」の
新しい Snapshot コピーがソースに
転送され、初期化と更新が行われ
ます。

APP_Consistent Sync 、 StrictSync SnapMirror ラベルが「
app_consistent 」の Snapshot コピ
ーがソースからデスティネーショ
ンに同期的にレプリケートされま
す。ONTAP 9.7 以降でサポートさ
れます。

「 async 」ポリシータイプを除き、デフォルトポリシーまたはカスタムポリシーに追加のルールを必要に応
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じて指定できます。例：

• をクリックします MirrorAndVault ポリシーの場合は、SnapMirrorラベルが「bi-monthly」のソー
スSnapshotコピーを照合する「bi-monthly」というルールを作成できます。

• 「 me-vault 」ポリシータイプのカスタムポリシーの場合は、「 bi-weekly 」というルールを作成し、ソー
ス上の Snapshot コピーと「 bi-weekly 」 SnapMirror ラベルを照合します。

ステップ

1. ポリシーのルールを定義します。

snapmirror policy add-rule -vserver SVM -policy policy_for_rule -snapmirror

-label snapmirror-label -keep retention_count

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、SnapMirrorラベルのルールを追加します bi-monthly をデフォルトに設定します

MirrorAndVault ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

MirrorAndVault -snapmirror-label bi-monthly -keep 6

次の例は、SnapMirrorラベルのルールを追加します bi-weekly カスタムに my_snapvault ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

my_snapvault -snapmirror-label bi-weekly -keep 26

次の例は、SnapMirrorラベルのルールを追加します app_consistent カスタムに Sync ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy Sync

-snapmirror-label app_consistent -keep 1

この SnapMirror ラベルに一致する Snapshot コピーをソースクラスタからレプリケートできます。

cluster_src::> snapshot create -vserver vs1 -volume vol1 -snapshot

snapshot1 -snapmirror-label app_consistent

デスティネーションでローカルコピーを作成するスケジュールを定義します

SnapVault 関係とユニファイドレプリケーション関係の場合は、最後に転送された
Snapshot コピーのコピーをデスティネーションで作成することによって、更新した
Snapshot コピーが破損する可能性を防ぐことができます。この「ローカル・コピー」は
ソース上の保持ルールに関係なく保持されるため、元は SnapMirror によって転送された
Snapshot がソースで使用できなくなった場合でも、そのコピーをデスティネーションで
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使用できます。

このタスクについて

ローカルコピーを作成するスケジュールはで指定します -schedule のオプション snapmirror policy

add-rule コマンドを実行します

ステップ

1. デスティネーションでローカルコピーを作成するスケジュールを定義します。

snapmirror policy add-rule -vserver SVM -policy policy_for_rule -snapmirror

-label snapmirror-label -schedule schedule

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。ジョブスケジュールの作成方法の
例については、を参照してください "レプリケーションジョブスケジュールを作成します"。

次の例は、ローカルコピーを作成するスケジュールをデフォルトに追加します MirrorAndVault ポリシ
ー：

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

MirrorAndVault -snapmirror-label my_monthly -schedule my_monthly

次の例は、ローカルコピーを作成するスケジュールをカスタムのに追加します my_unified ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

my_unified -snapmirror-label my_monthly -schedule my_monthly

レプリケーション関係を作成

プライマリストレージのソースボリュームとセカンダリストレージのデスティネーショ

ンボリュームの関係は、_データ保護関係と呼ばれます。_を使用できます snapmirror

create コマンドを使用して、SnapMirror DR、SnapVault 、またはユニファイドレプリ
ケーションのデータ保護関係を作成します。

必要なもの

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、および SVM のピア関係が確立されている必要がありま
す。

"クラスタと SVM のピアリング"

• デスティネーションボリューム上の言語は、ソースボリューム上の言語と同じである必要があります。

このタスクについて

ONTAP 9.3 までは、 DP モードで起動する SnapMirror と XDP モードで起動する SnapMirror は異なるレプリ
ケーションエンジンを使用しており、バージョン依存性に対するアプローチも異なります。

• DP モードで起動する SnapMirror では、プライマリストレージとセカンダリストレージの ONTAP バージ
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ョンを同じにする必要がある、バージョンに依存するレプリケーションエンジンを使用していました。

cluster_dst::>  snapmirror create -type DP -source-path ... -destination

-path ...

• XDP モードで起動する SnapMirror では、バージョンに依存しないレプリケーションエンジンを使用して
いました。そのため、プライマリストレージとセカンダリストレージの ONTAP バージョンが異なってい
てもかまいませんでした。

cluster_dst::>  snapmirror create -type XDP -source-path ...

-destination-path ...

パフォーマンスの向上に伴い、レプリケーションスループットではバージョンに依存するモードの方がわずか
に優れてはいるものの、バージョンに依存しない SnapMirror の方がはるかに大きなメリットが得られます。
そのため、 ONTAP 9.3 以降では XDP モードが新しいデフォルト値となり、コマンドラインまたは新規 / 既存
のスクリプトにおける DP モードの起動は自動的に XDP モードに変換されます。

既存の関係には影響しません。DP タイプの既存の関係は引き続き DP タイプになります。次の表は、想定さ
れる動作を示しています。

指定するモード タイプ デフォルトポリシー（ポリシーを指定しない場合）

DP XDP MirrorAllSnapshots （ SnapMirror DR ）

なし XDP MirrorAllSnapshots （ SnapMirror DR ）

XDP XDP XDPDefault （ SnapVault ）

以下の手順の例も参照してください。

変換の唯一の例外は次のとおりです。

• SVM データ保護関係のデフォルトは引き続き DP モードです。

XDPモードをデフォルトで取得するには、XDPを明示的に指定します MirrorAllSnapshots ポリシー
：

• 負荷共有データ保護関係のデフォルトは引き続き DP モードです。

• SnapLock データ保護関係のデフォルトは引き続き DP モードです。

• 次のクラスタ全体のオプションを設定した場合、 DP を明示的に指定した場合のデフォルトは引き続き
DP モードです。

options replication.create_data_protection_rels.enable on

DP を明示的に指定しない場合、このオプションは無視されます。
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ONTAP 9.3 以前では、デスティネーションボリュームに格納できる Snapshot コピーは最大 251 個で
す。ONTAP 9.4 以降では、デスティネーションボリュームに格納できる Snapshot コピーは最大 1019 個で
す。

ONTAP 9.5 以降では、 SnapMirror Synchronous 関係がサポートされます。

ステップ

1. デスティネーションクラスタから、レプリケーション関係を作成します。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

snapmirror create -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume> -type <DP|XDP> -schedule <schedule> -policy <policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

。 schedule SnapMirror Synchronous関係を作成する場合は、パラメータは使用できませ
ん。

次の例は、デフォルトのを使用して、SnapMirror DR関係を作成します MirrorLatest ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily -policy

MirrorLatest

次の例は、デフォルトを使用してSnapVault 関係を作成します XDPDefault ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily -policy

XDPDefault

次の例は、デフォルトを使用して、ユニファイドレプリケーション関係を作成します MirrorAndVault
ポリシー：

cluster_dst:> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination-path

svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily -policy MirrorAndVault

次の例は、カスタムのを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成します my_unified ポリシ
ー：
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cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily -policy

my_unified

次の例は、デフォルトを使用してSnapMirror Synchronous関係を作成します Sync ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -policy Sync

次の例は、デフォルトを使用してSnapMirror Synchronous関係を作成します StrictSync ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -policy StrictSync

次の例は、 SnapMirror DR 関係を作成します。DPタイプは自動的にXDPに変換され、ポリシーは指定さ

れません。デフォルトのポリシーはになります MirrorAllSnapshots ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type DP -schedule my_daily

次の例は、 SnapMirror DR 関係を作成します。タイプまたはポリシーが指定されていない場合、ポリシー

はデフォルトでになります MirrorAllSnapshots ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -schedule my_daily

次の例は、 SnapMirror DR 関係を作成します。ポリシーが指定されていない場合、ポリシーはデフォルト

でになります XDPDefault ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

次の例は、事前定義されたポリシーを使用してSnapMirror Synchronous関係を作成します

SnapCenterSync：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -type XDP -policy SnapCenterSync
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事前定義されたポリシー SnapCenterSync がのタイプです Sync。このポリシーは、で作

成されたすべてのSnapshotコピーをレプリケートします snapmirror-label
が「app_consistent」の場合。

完了後

を使用します snapmirror show コマンドを実行して、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コ
マンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

関連情報

• "SnapMirrorフェイルオーバーテストボリュームの作成と削除"。

ONTAP でこれを行うその他の方法

実行するタスク 参照するコンテンツ

再設計された System Manager （ ONTAP 9.7 以降で
使用可能）

"ミラーとバックアップを設定します"

System Manager Classic （ ONTAP 9.7 以前で使用可
能）

"SnapVault によるボリュームのバックアップの概要"

レプリケーション関係を初期化

すべての関係タイプでは、初期化の際に baseline transfer： ソースボリュームの
Snapshot コピーが作成され、そのコピーおよびコピーが参照するすべてのデータブロッ
クがデスティネーションボリュームに転送されます。それ以外の転送の内容はポリシー
によって異なります。

必要なもの

ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、および SVM のピア関係が確立されている必要があります。

"クラスタと SVM のピアリング"

このタスクについて

初期化には時間がかかる場合があります。ベースライン転送はオフピークの時間帯に実行することを推奨しま
す。

ONTAP 9.5 以降では、 SnapMirror Synchronous 関係がサポートされます。

ステップ

1. レプリケーション関係を初期化します。

snapmirror initialize -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

-destination-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。
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次の例は、ソースボリューム間の関係を初期化します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを

指定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror initialize -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

例：ヴォールト - ヴォールトカスケードを設定します

レプリケーション関係を一度に 1 ステップずつ設定する方法の具体例を示します。この
例で設定するヴォールト - ヴォールトカスケード構成を使用すると、「 m -weekly 」と
いうラベルの付いた 251 個を超える Snapshot コピーを保持できます。

必要なもの

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、および SVM のピア関係が確立されている必要がありま
す。

• ONTAP 9.2 以降が実行されている必要があります。それより前のリリースの ONTAP では、ヴォールト -
ヴォールトカスケードがサポートされていません。

このタスクについて

この例では次のことを前提としています。

• SnapMirror ラベルが「 my-daily」 、「 my-weekly 」、および「 `my-monthly 」の Snapshot コピーを
ソースクラスタで設定済みである。

• セカンダリデスティネーションクラスタと 3 番目のデスティネーションクラスタに「 volA 」という名前
のデスティネーションボリュームを設定済みである。

• セカンダリデスティネーションクラスタと 3 番目のデスティネーションクラスタに「 `y_snapvault 」
というレプリケーションジョブスケジュールを設定しておきます。

次の例は、 2 つのカスタムポリシーに基づいてレプリケーション関係を作成する方法を示しています。

• 「 'napvault_secondary' 」ポリシーでは、 7 個の日単位 Snapshot コピー、 52 個の週単位 Snapshot コピ
ー、 180 個の月単位 Snapshot コピーがセカンダリデスティネーションクラスタに保持されています。

• 「 'napvault_tertiary policy 」は、 250 個の週単位 Snapshot コピーを 3 番目のデスティネーションクラス
タに保持しています。

手順

1. セカンダリデスティネーションクラスタで、「 $napvault_secondary 」ポリシーを作成します。

cluster_secondary::> snapmirror policy create -policy snapvault_secondary

-type vault -comment “Policy on secondary for vault to vault cascade” -vserver

svm_secondary

2. セカンダリデスティネーションクラスタで、ポリシーの「 `my-daily 」ルールを定義します。

cluster_secondary::> snapmirror policy add-rule -policy snapvault_secondary

-snapmirror-label my-daily -keep 7 -vserver svm_secondary
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3. セカンダリデスティネーションクラスタで、ポリシーの「 `my-weekly" 」ルールを定義します。

cluster_secondary::> snapmirror policy add-rule -policy snapvault_secondary

-snapmirror-label my-weekly -keep 52 -vserver svm_secondary

4. セカンダリデスティネーションクラスタで、ポリシーの「 my-monthly 」ルールを定義します。

cluster_secondary::> snapmirror policy add-rule -policy snapvault_secondary

-snapmirror-label my-monthly -keep 180 -vserver svm_secondary

5. セカンダリデスティネーションクラスタで、ポリシーを検証します。

cluster_secondary::> snapmirror policy show snapvault_secondary -instance

                     Vserver: svm_secondary

      SnapMirror Policy Name: snapvault_secondary

      SnapMirror Policy Type: vault

                Policy Owner: cluster-admin

                 Tries Limit: 8

           Transfer Priority: normal

   Ignore accesstime Enabled: false

     Transfer Restartability: always

 Network Compression Enabled: false

             Create Snapshot: false

                     Comment: Policy on secondary for vault to vault

cascade

       Total Number of Rules: 3

                  Total Keep: 239

                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              my-daily                7  false       0 -

-

                              my-weekly              52  false       0 -

-

                              my-monthly            180  false       0 -

-

6. セカンダリデスティネーションクラスタで、ソースクラスタとの関係を作成します。

cluster_secondary::> snapmirror create -source-path svm_primary:volA

-destination-path svm_secondary:volA -type XDP -schedule my_snapvault -policy

snapvault_secondary

7. セカンダリデスティネーションクラスタで、ソースクラスタとの関係を初期化します。

cluster_secondary::> snapmirror initialize -source-path svm_primary:volA
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-destination-path svm_secondary:volA

8. 3 次デスティネーションクラスタで、「 'napvault_tertiary' 」ポリシーを作成します。

cluster_tertiary::> snapmirror policy create -policy snapvault_tertiary -type

vault -comment “Policy on tertiary for vault to vault cascade” -vserver

svm_tertiary

9. 3 次デスティネーションクラスタで、ポリシーの「 `my-weekly] 」ルールを定義します。

cluster_tertiary::> snapmirror policy add-rule -policy snapvault_tertiary

-snapmirror-label my-weekly -keep 250 -vserver svm_tertiary

10. 3 番目のデスティネーションクラスタで、ポリシーを検証します。

cluster_tertiary::> snapmirror policy show snapvault_tertiary -instance

                     Vserver: svm_tertiary

      SnapMirror Policy Name: snapvault_tertiary

      SnapMirror Policy Type: vault

                Policy Owner: cluster-admin

                 Tries Limit: 8

           Transfer Priority: normal

   Ignore accesstime Enabled: false

     Transfer Restartability: always

 Network Compression Enabled: false

             Create Snapshot: false

                     Comment: Policy on tertiary for vault to vault

cascade

       Total Number of Rules: 1

                  Total Keep: 250

                       Rules: SnapMirror Label     Keep  Preserve Warn

Schedule Prefix

                              ----------------     ----  -------- ----

-------- ------

                              my-weekly             250  false       0 -

-

11. 3 番目のデスティネーションクラスタで、セカンダリクラスタとの関係を作成します。

cluster_tertiary::> snapmirror create -source-path svm_secondary:volA

-destination-path svm_tertiary:volA -type XDP -schedule my_snapvault -policy

snapvault_tertiary

12. 3 番目のデスティネーションクラスタで、セカンダリクラスタとの関係を初期化します。

cluster_tertiary::> snapmirror initialize -source-path svm_secondary:volA

-destination-path svm_tertiary:volA
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既存の DP タイプの関係を XDP に変換します

ONTAP 9.12.1以降にアップグレードする場合は、アップグレードする前にDPタイプの
関係をXDPに変換する必要があります。ONTAP 9.12.1以降では、DPタイプの関係はサ
ポートされません。既存の DP タイプの関係を簡単に XDP に変換して、バージョンに依
存しない SnapMirror を活用できます。

このタスクについて

• SnapMirror では、既存の DP タイプの関係を XDP に自動的に変換しません。関係を変換するには、既存
の関係を解除して削除し、新しい XDP 関係を作成して関係を再同期する必要があります。背景情報につ
いては、を参照してください "XDP は、 DP を SnapMirror のデフォルトとして置き換えます"。

• 変換を計画する場合は、 XDP SnapMirror 関係のバックグラウンド準備とデータウェアハウジングフェー
ズに時間がかかる可能性があることに注意してください。長時間にわたってステータスが「 preparing 」
と報告されている SnapMirror 関係が表示されることは珍しくありません。

SnapMirror 関係のタイプを DP から XDP に変換すると、オートサイズやスペースギャランテ
ィなどのスペース関連の設定はデスティネーションにレプリケートされなくなります。

手順

1. デスティネーションクラスタから、SnapMirror関係のタイプがDPで、ミラーの状態がSnapMirrored、関
係のステータスがIdle、関係がhealthyであることを確認します。

snapmirror show -destination-path <SVM:volume>

次の例は、からの出力を示しています snapmirror show コマンドを実行します
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cluster_dst::>snapmirror show -destination-path svm_backup:volA_dst

Source Path: svm1:volA

Destination Path: svm_backup:volA_dst

Relationship Type: DP

SnapMirror Schedule: -

Tries Limit: -

Throttle (KB/sec): unlimited

Mirror State: Snapmirrored

Relationship Status: Idle

Transfer Snapshot: -

Snapshot Progress: -

Total Progress: -

Snapshot Checkpoint: -

Newest Snapshot: snapmirror.10af643c-32d1-11e3-954b-

123478563412_2147484682.2014-06-27_100026

Newest Snapshot Timestamp: 06/27 10:00:55

Exported Snapshot: snapmirror.10af643c-32d1-11e3-954b-

123478563412_2147484682.2014-06-27_100026

Exported Snapshot Timestamp: 06/27 10:00:55

Healthy: true

のコピーを保持しておくと便利です snapmirror show 関係設定の既存の情報を追跡する
ためのコマンド出力。

2. ソースボリュームとデスティネーションボリュームから、両方のボリュームで共通のSnapshotコピーを作
成します。

volume snapshot show -vserver <SVM> -volume <volume>

次の例は、を示しています volume snapshot show ソースボリュームとデスティネーションボリュー
ムの出力：
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cluster_src:> volume snapshot show -vserver vsm1 -volume volA

---Blocks---

Vserver Volume Snapshot State Size Total% Used%

-------- ------- ------------------------------- -------- --------

------ -----

svm1 volA

weekly.2014-06-09_0736 valid 76KB 0% 28%

weekly.2014-06-16_1305 valid 80KB 0% 29%

daily.2014-06-26_0842 valid 76KB 0% 28%

hourly.2014-06-26_1205 valid 72KB 0% 27%

hourly.2014-06-26_1305 valid 72KB 0% 27%

hourly.2014-06-26_1405 valid 76KB 0% 28%

hourly.2014-06-26_1505 valid 72KB 0% 27%

hourly.2014-06-26_1605 valid 72KB 0% 27%

daily.2014-06-27_0921 valid 60KB 0% 24%

hourly.2014-06-27_0921 valid 76KB 0% 28%

snapmirror.10af643c-32d1-11e3-954b-123478563412_2147484682.2014-06-

27_100026

valid 44KB 0% 19%

11 entries were displayed.

cluster_dest:> volume snapshot show -vserver svm_backup -volume volA_dst

---Blocks---

Vserver Volume Snapshot State Size Total% Used%

-------- ------- ------------------------------- -------- --------

------ -----

svm_backup volA_dst

weekly.2014-06-09_0736 valid 76KB 0% 30%

weekly.2014-06-16_1305 valid 80KB 0% 31%

daily.2014-06-26_0842 valid 76KB 0% 30%

hourly.2014-06-26_1205 valid 72KB 0% 29%

hourly.2014-06-26_1305 valid 72KB 0% 29%

hourly.2014-06-26_1405 valid 76KB 0% 30%

hourly.2014-06-26_1505 valid 72KB 0% 29%

hourly.2014-06-26_1605 valid 72KB 0% 29%

daily.2014-06-27_0921 valid 60KB 0% 25%

hourly.2014-06-27_0921 valid 76KB 0% 30%

snapmirror.10af643c-32d1-11e3-954b-123478563412_2147484682.2014-06-

27_100026

3. 変換中にスケジュールされた更新が実行されないようにするには、既存のDPタイプの関係を休止しま
す。
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snapmirror quiesce -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume>

コマンド構文全体については、を参照してください "のマニュアルページ"。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間の関係を休止します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror quiesce -destination-path svm_backup:volA_dst

4. 既存の DP タイプの関係を解除します。

snapmirror break -destination-path <SVM:volume>

コマンド構文全体については、を参照してください "のマニュアルページ"。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間の関係を解除します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror break -destination-path svm_backup:volA_dst

5. デスティネーションボリュームでSnapshotコピーの自動削除が有効になっている場合は無効にします。

volume snapshot autodelete modify -vserver _SVM_ -volume _volume_

-enabled false

次の例は、デスティネーションボリュームでSnapshotコピーの自動削除を無効にします volA_dst：

cluster_dst::> volume snapshot autodelete modify -vserver svm_backup

-volume volA_dst -enabled false

6. 既存の DP タイプの関係を削除します。
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snapmirror delete -destination-path <SVM:volume>

コマンド構文全体については、を参照してください "のマニュアルページ"。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間の関係を削除します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror delete -destination-path svm_backup:volA_dst

7. ソースで元のSVMディザスタリカバリ関係を解放します。

snapmirror release -destination-path <SVM:volume> -relationship-info

-only true

次の例は、SVMディザスタリカバリ関係をリリースします。

cluster_src::> snapmirror release -destination-path svm_backup:volA_dst

-relationship-info-only true

8. で保持した出力を使用できます snapmirror show 次のコマンドを使用して、新しいXDPタイプの関係
を作成します。

snapmirror create -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume>  -type XDP -schedule <schedule> -policy <policy>

新しい関係では、同じソースボリュームとデスティネーションボリュームを使用する必要があります。コ
マンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間のSnapMirrorディザスタリカバリ関係を作成します。 volA オン svm1 デ

スティネーションボリュームを指定します volA_dst オン svm_backup デフォルトを使用します

MirrorAllSnapshots ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

-type XDP -schedule my_daily -policy MirrorAllSnapshots
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9. ソースボリュームとデスティネーションボリュームを再同期します。

snapmirror resync -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume>

再同期時間を短縮するには、を使用します -quick-resync オプションですが、Storage Efficiencyによ
る削減効果は失われる可能性がある点に注意してください。コマンド構文全体については、マニュアルペ
ージを参照してください。 "snapmirror resyncコマンドの実行"。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる
場合があります。再同期はオフピークの時間帯に実行することを推奨します。

次の例は、ソースボリューム間の関係を再同期します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを

指定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

10. Snapshotコピーの自動削除を無効にした場合は、再度有効にします。

volume snapshot autodelete modify -vserver <SVM> -volume <volume>

-enabled true

完了後

1. を使用します snapmirror show コマンドを実行して、SnapMirror関係が作成されたことを確認しま
す。

2. SnapMirror XDPデスティネーションボリュームがSnapMirrorポリシーの定義に従ってSnapshotコピーの

更新を開始したら、の出力を使用します。 snapmirror list-destinations ソースクラスタからコマ
ンドを実行し、新しいSnapMirror XDP関係を表示します。

SnapMirror 関係のタイプを変換します

ONTAP 9.5 以降では、 SnapMirror Synchronous がサポートされます。非同期
SnapMirror 関係と SnapMirror Synchronous 関係は、ベースライン転送を実行しなくて
も相互に変換することができます。

このタスクについて

SnapMirror ポリシーを変更して非同期 SnapMirror 関係と SnapMirror Synchronous 関係を相互に変換するこ
とはできません

手順

• * 非同期 SnapMirror 関係から SnapMirror Synchronous 関係への変換 *
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a. デスティネーションクラスタから、非同期 SnapMirror 関係を削除します。

snapmirror delete -destination-path SVM:volume

cluster2::>snapmirror delete -destination-path vs1_dr:vol1

b. ソースクラスタから、共通の Snapshot コピーは削除せずに SnapMirror 関係を解放します。

snapmirror release -relationship-info-only true -destination-path

dest_SVM:dest_volume

cluster1::>snapmirror release -relationship-info-only true

-destination-path vs1_dr:vol1

c. デスティネーションクラスタから、 SnapMirror Synchronous 関係を作成します。

snapmirror create -source-path src_SVM:src_volume -destination-path

dest_SVM:dest_volume -policy sync-mirror

cluster2::>snapmirror create -source-path vs1:vol1 -destination-path

vs1_dr:vol1 -policy sync

d. SnapMirror Synchronous 関係を再同期します。

snapmirror resync -destination-path dest_SVM:dest_volume

cluster2::>snapmirror resync -destination-path vs1_dr:vol1

• * SnapMirror Synchronous 関係から非同期 SnapMirror 関係への変換 *

a. デスティネーションクラスタから、既存の SnapMirror Synchronous 関係を休止します。

snapmirror quiesce -destination-path dest_SVM:dest_volume

cluster2::> snapmirror quiesce -destination-path vs1_dr:vol1

b. デスティネーションクラスタから、非同期 SnapMirror 関係を削除します。

snapmirror delete -destination-path SVM:volume

cluster2::>snapmirror delete -destination-path vs1_dr:vol1
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c. ソースクラスタから、共通の Snapshot コピーは削除せずに SnapMirror 関係を解放します。

snapmirror release -relationship-info-only true -destination-path

dest_SVM:dest_volume

cluster1::>snapmirror release -relationship-info-only true

-destination-path vs1_dr:vol1

d. デスティネーションクラスタから、非同期 SnapMirror 関係を作成します。

snapmirror create -source-path src_SVM:src_volume -destination-path

dest_SVM:dest_volume -policy MirrorAllSnapshots

cluster2::>snapmirror create -source-path vs1:vol1 -destination-path

vs1_dr:vol1 -policy sync

e. SnapMirror Synchronous 関係を再同期します。

snapmirror resync -destination-path dest_SVM:dest_volume

cluster2::>snapmirror resync -destination-path vs1_dr:vol1

SnapMirror Synchronous 関係のモードを変換します

ONTAP 9.5 以降では、 SnapMirror Synchronous 関係がサポートされます。SnapMirror
Synchronous 関係のモードは StrictSync と Sync の間で相互に変換できます。

このタスクについて

SnapMirror Synchronous 関係のポリシーを変更してモードを変換することはできません。

手順

1. デスティネーションクラスタから、既存の SnapMirror Synchronous 関係を休止します。

snapmirror quiesce -destination-path dest_SVM:dest_volume

cluster2::> snapmirror quiesce -destination-path vs1_dr:vol1

2. デスティネーションクラスタから、既存の SnapMirror Synchronous 関係を削除します。

snapmirror delete -destination-path dest_SVM:dest_volume

cluster2::> snapmirror delete -destination-path vs1_dr:vol1
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3. ソースクラスタから、共通の Snapshot コピーは削除せずに SnapMirror 関係を解放します。

snapmirror release -relationship-info-only true -destination-path

dest_SVM:dest_volume

cluster1::> snapmirror release -relationship-info-only true -destination

-path vs1_dr:vol1

4. デスティネーションクラスタから、変換後のモードを指定して SnapMirror Synchronous 関係を作成しま
す。

snapmirror create -source-path vs1:vol1 -destination-path dest_SVM:dest_volume

-policy Sync|StrictSync

cluster2::> snapmirror create -source-path vs1:vol1 -destination-path

vs1_dr:vol1 -policy Sync

5. デスティネーションクラスタから、 SnapMirror 関係を再同期します。

snapmirror resync -destination-path dest_SVM:dest_volume

cluster2::> snapmirror resync -destination-path vs1_dr:vol1

SnapMirrorフェイルオーバーテストボリュームの作成と削除

ONTAP 9.14.1以降では、System Managerを使用してボリュームクローンを作成し、ア
クティブなSnapMirror関係を中断することなく、SnapMirrorフェイルオーバーとディザ
スタリカバリをテストできます。テストが完了したら、関連するデータをクリーンアッ
プしてテストボリュームを削除できます。

SnapMirrorフェイルオーバーテストボリュームを作成します。

このタスクについて

• 同期および非同期SnapMirror関係に対してフェイルオーバーテストを実行できます。

• ディザスタリカバリテストを実行するためにボリュームクローンを作成します。

• クローンボリュームは、SnapMirrorデスティネーションと同じStorage VMに作成されます。

• FlexVol関係とFlexGroup SnapMirror関係を使用できます。

• 選択した関係にテスト用のクローンがすでに存在する場合、その関係に別のクローンを作成することはで
きません。

• SnapLockバックアップ関係はサポートされません。

作業を開始する前に
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• クラスタ管理者である必要があります。

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタにSnapMirrorライセンスがインストールされている必要が
あります。

手順

1. デスティネーションクラスタで、*[保護]>[関係]*を選択します。

2. 選択するオプション  をクリックし、*[フェイルオーバーのテスト]*を選択します。

3. [フェイルオーバーのテスト]ウィンドウで、*[フェイルオーバーのテスト]*を選択します。

4. [ストレージ]>[ボリューム]*を選択し、テストフェイルオーバーボリュームが表示されることを確認しま
す。

5. [ストレージ]>[共有]*を選択します。

6.
をクリックします メニュー"] [共有]を選択します。

7. ウィンドウで、[共有名]*フィールドに共有の名前を入力します。

8. フィールドで[参照]を選択し、テストクローンボリュームを選択して[保存]*を選択します。

9. ウィンドウの下部で、[保存]*を選択します。

10. クライアントで共有を開き、テストボリュームに読み取りおよび書き込み機能があることを確認します。

フェイルオーバーデータをクリーンアップし、テストボリュームを削除する

フェイルオーバーテストが完了したら、テストボリュームに関連付けられているすべてのデータをクリーンア
ップして削除できます。

手順

1. デスティネーションクラスタで、*[保護]>[関係]*を選択します。

2. 選択するオプション  をクリックし、*[テストフェイルオーバーのクリーンアップ]*を選択します。

3. ウィンドウで、[クリーンアップ]*を選択します。

4. [ストレージ]>[ボリューム]*を選択し、テストボリュームが削除されたことを確認します。

SnapMirror DR デスティネーションボリュームからのデータの提供

デスティネーションボリュームを書き込み可能にします

デスティネーションボリュームからクライアントにデータを提供する前に、そのボリュ

ームを書き込み可能にする必要があります。を使用できます snapmirror quiesce デ
スティネーションへのスケジュールされた転送を停止するコマンドを使用します

snapmirror abort 実行中の転送を停止するコマンド、および snapmirror break
デスティネーションを書き込み可能にするコマンド。

このタスクについて

この手順はデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する必要があります。

手順
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1. デスティネーションへのスケジュールされた転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

-destination-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ソースボリューム間のスケジュールされた転送を停止します volA オン svm1 デスティネーシ

ョンボリュームを指定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror quiesce -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

2. デスティネーションへの実行中の転送を停止します。

snapmirror abort -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -destination

-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

SnapMirror Synchronous 関係（ ONTAP 9.5 以降でサポート）ではこの手順は必要ありま
せん。

次の例は、ソースボリューム間の実行中の転送を停止します volA オン svm1 デスティネーションボリュ

ームを指定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror abort -source-path svm1:volA -destination-path

svm_backup:volA_dst

3. SnapMirror DR 関係を解除します。

snapmirror break -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -destination

-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ソースボリューム間の関係を解除します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror break -source-path svm1:volA -destination-path

svm_backup:volA_dst

ONTAP でこれを行うその他の方法
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実行するタスク 参照するコンテンツ

再設計された System Manager （ ONTAP 9.7 以降で
使用可能）

"SnapMirror デスティネーションからのデータの提供"

System Manager Classic （ ONTAP 9.7 以前で使用可
能）

"ボリュームディザスタリカバリの概要"

データアクセス用のデスティネーションボリュームを設定

デスティネーションボリュームを書き込み可能にしたあとで、データにアクセスできる
ようにそのボリュームを設定する必要があります。NAS クライアント、 NVMe サブシ
ステム、および SAN ホストは、ソースボリュームが再アクティブ化されるまでの間、デ
スティネーションボリュームのデータにアクセスできます。

NAS 環境：

1. ソースボリュームがソース SVM でマウントされていたのと同じジャンクションパスを使用して、 NAS ボ
リュームをネームスペースにマウントします。

2. デスティネーションボリュームのSMB共有に適切なACLを適用します。

3. デスティネーションボリュームに NFS エクスポートポリシーを割り当てます。

4. デスティネーションボリュームにクォータルールを適用します。

5. デスティネーションボリュームにクライアントをリダイレクトします。

6. NFS共有とSMB共有をクライアントに再マウントします。

SAN 環境の場合：

1. ボリューム内の LUN を適切なイニシエータグループにマッピングします。

2. iSCSI の場合、 SAN ホストイニシエータから SAN LIF への iSCSI セッションを作成します。

3. SAN クライアントで、ストレージの再スキャンを実行して接続された LUN を検出します。

NVMe 環境については、を参照してください "SAN 管理"。

元のソースボリュームを再有効化

デスティネーションからデータを提供する必要がなくなった場合は、ソースボリューム
とデスティネーションボリュームの間で元のデータ保護関係を再確立できます。

このタスクについて

• 以下の手順は、元のソースボリュームにあるベースラインが損なわれていないことを前提としています。
ベースラインが損なわれている場合は、手順を実行する前に、データの提供元のボリュームと元のソース
ボリュームの間の関係を作成して初期化する必要があります。

• XDP SnapMirror 関係のバックグラウンド準備とデータウェアハウジングフェーズには時間がかかること
があります。長時間にわたってステータスが「 preparing 」と報告されている SnapMirror 関係が表示され
ることは珍しくありません。

手順
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1. 元のデータ保護関係を反転します。

snapmirror resync -source-path SVM:volume -destination-path SVM:volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドは元のソースSVMまたは元のソースクラスタから実行する必要があります。
再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。
再同期はオフピークの時間帯に実行することを推奨します。ソースとデスティネーション
に共通の Snapshot コピーが存在しない場合、このコマンドは失敗します。使用

snapmirror initialize 関係を再初期化してください。

次の例は、元のソースボリューム間の関係を反転します。 volA オン svm1、およびデータの提供元のボ

リューム、 volA_dst オン svm_backup：

cluster_src::> snapmirror resync -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path svm1:volA

2. 元のソースへのデータアクセスを再確立する準備ができたら、元のデスティネーションボリュームへのア
クセスを停止します。そのためには、元のデスティネーションSVMを停止します。

vserver stop -vserver SVM

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドは元のデスティネーションSVMまたは元のデスティネーションクラスタから
実行する必要があります。このコマンドは、元のデスティネーションSVM全体へのユーザ
アクセスを停止します。必要に応じて、元のデスティネーションボリュームへのアクセス
を停止できます。

次の例は、元のデスティネーションSVMを停止します。

cluster_dst::> vserver stop svm_backup

3. 反転した関係を更新します。

snapmirror update -source-path SVM:volume -destination-path SVM:volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドは元のソースSVMまたは元のソースクラスタから実行する必要があります。

次の例は、データの提供元のボリューム間の関係を更新します。 volA_dst オン svm_backup`および元

のソースボリューム `volA オン svm1：
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cluster_src::> snapmirror update -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path svm1:volA

4. 元のソースSVMまたは元のソースクラスタから、反転した関係のスケジュールされた転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path SVM:volume -destination-path SVM:volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドは元のソースSVMまたは元のソースクラスタから実行する必要があります。

次の例は、元のデスティネーションボリューム間のスケジュールされた転送を停止します。 volA_dst オ

ン svm_backup`および元のソースボリューム `volA オン svm1：

cluster_src::> snapmirror quiesce -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path svm1:volA

5. 最後の更新が完了し、関係のステータスが「Quiesced」と表示されたら、元のソースSVMまたは元のソ
ースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係を解除します。

snapmirror break -source-path SVM:volume -destination-path SVM:volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドは元のソースSVMまたはソースクラスタから実行する必要があります。

次の例は、元のデスティネーションボリューム間の関係を解除します。 volA_dst オン svm_backup`お

よび元のソースボリューム `volA オン svm1：

cluster_scr::> snapmirror break -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path svm1:volA

6. 元のソースSVMまたは元のソースクラスタから、反転したデータ保護関係を削除します。

snapmirror delete -source-path SVM:volume -destination-path SVM:volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドは元のソースSVMまたは元のソースクラスタから実行する必要があります。

次の例は、元のソースボリューム間の反転した関係を削除します。 volA オン svm1、およびデータの提

供元のボリューム、 volA_dst オン svm_backup：
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cluster_src::> snapmirror delete -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path svm1:volA

7. 元のデスティネーションSVMまたは元のデスティネーションクラスタから反転した関係を解放します。

snapmirror release -source-path SVM:volume -destination-path SVM:volume

このコマンドは元のデスティネーションSVMまたは元のデスティネーションクラスタから
実行する必要があります。

次の例は、元のデスティネーションボリューム間の反転した関係を解放します。 volA_dst オン

svm_backup`および元のソースボリューム `volA オン svm1：

cluster_dst::> snapmirror release -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path svm1:volA

8. 元のデスティネーションから元のデータ保護関係を再確立します。

snapmirror resync -source-path SVM:volume -destination-path SVM:volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、元のソースボリューム間の関係を再確立します。 volA オン svm1、および元のデスティネー

ションボリューム volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

9. 必要に応じて、元のデスティネーションSVMを起動します。

vserver start -vserver SVM

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、元のデスティネーションSVMを起動します。

cluster_dst::> vserver start svm_backup

完了後

を使用します snapmirror show コマンドを実行して、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コ
マンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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SnapMirror デスティネーションボリュームからファイルをリストアします

単一ファイル、 LUN 、または NVMe のネームスペースを SnapMirror デスティネーションからリストアしま
す

単一ファイルまたは LUN 、あるいは一連のファイルまたは LUN を Snapshot コピーか
らリストアしたり、 NVMe ネームスペースを SnapMirror デスティネーションボリュー
ムからリストアしたりできます。ONTAP 9.7 以降では、 SnapMirror Synchronous デス
ティネーションから NVMe ネームスペースをリストアすることもできます。ファイルは
元のソースボリュームにリストアするか、別のボリュームにリストアできます。

必要なもの

ファイルまたは LUN を SnapMirror Synchronous デスティネーション（ ONTAP 9.5 以降でサポート）からリ
ストアするには、先に関係を削除して解放しておく必要があります。

このタスクについて

ファイルまたは LUN のリストア先のボリューム（デスティネーションボリューム）は読み書き可能なボリュ
ームである必要があります。

• ソースボリュームとデスティネーションボリュームに共通の Snapshot コピーがある場合（通常、リスト
ア先が元のソースボリュームである場合と同様）、 SnapMirror は _incremental restore_x を実行します。

• それ以外の場合、 SnapMirror は _ ベースラインリストアを実行します。これにより、指定された
Snapshot コピーおよびコピーが参照するすべてのデータブロックがデスティネーションボリュームに転
送されます。

手順

1. デスティネーションボリューム内の Snapshot コピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、上のSnapshotコピーを示しています vserverB:secondary1 目的地：

64



cluster_dst::> volume snapshot show -vserver vserverB -volume secondary1

Vserver     Volume      Snapshot                State    Size  Total%

Used%

-------     ------      ---------- ----------- ------   -----  ------

-----

vserverB    secondary1  hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%

0%

                        daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%

0%

7 entries were displayed.

2. 単一ファイルまたは LUN 、あるいは一連のファイルまたは LUN を、 SnapMirror デスティネーションボ
リューム内の Snapshot コピーからリストアします。

snapmirror restore -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

-destination-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -source-snapshot snapshot

-file-list source_file_path,@destination_file_path

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

ファイルをリストアするコマンドの例を次に示します file1 および file2 Snapshotコピーから削除しま

す daily.2013-01-25_0010 （元のデスティネーションボリューム内） secondary1`を元のソースボ

リュームのアクティブファイルシステム内の同じ場所に移動します `primary1：

cluster_dst::> snapmirror restore -source-path vserverB:secondary1

-destination-path vserverA:primary1 -source-snapshot daily.2013-01-

25_0010 -file-list /dir1/file1,/dir2/file2

[Job 3479] Job is queued: snapmirror restore for the relationship with

destination vserverA:primary1
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ファイルをリストアするコマンドの例を次に示します file1 および file2 Snapshotコピーから削除しま

す daily.2013-01-25_0010 （元のデスティネーションボリューム内） secondary1`を元のソースボ

リュームのアクティブファイルシステム内の別の場所に移動します `primary1。

@ マークに続くパスがデスティネーションファイルのパスで、元のソースボリュームのルートからのパス

を指定しています。この例では、 file1 がにリストアされます /dir1/file1.new file2はにリストアさ

れます /dir2.new/file2 オン primary1：

cluster_dst::> snapmirror restore -source-path vserverB:secondary1

-destination-path vserverA:primary1 -source-snapshot daily.2013-01-

25_0010 -file-list

/dir/file1,@/dir1/file1.new,/dir2/file2,@/dir2.new/file2

[Job 3479] Job is queued: snapmirror restore for the relationship with

destination vserverA:primary1

ファイルをリストアするコマンドの例を次に示します file1 および file3 Snapshotコピーから削除しま

す daily.2013-01-25_0010 （元のデスティネーションボリューム内） secondary1`を元のソースボ

リュームのアクティブファイルシステム内の別の場所に移動します `primary1、およびリストアを実行

します file2 移動元 snap1 をアクティブファイルシステム内の同じ場所に移動します primary1。

この例では、ファイルです file1 がにリストアされます /dir1/file1.new および file3 がにリスト

アされます /dir3.new/file3：

cluster_dst::> snapmirror restore -source-path vserverB:secondary1

-destination-path vserverA:primary1 -source-snapshot daily.2013-01-

25_0010 -file-list

/dir/file1,@/dir1/file1.new,/dir2/file2,/dir3/file3,@/dir3.new/file3

[Job 3479] Job is queued: snapmirror restore for the relationship with

destination vserverA:primary1

SnapMirror デスティネーションからボリュームの内容をリストアします

SnapMirror デスティネーションボリューム内の Snapshot コピーからボリューム全体の
内容をリストアできます。ボリュームの内容は元のソースボリュームにリストアする
か、別のボリュームにリストアできます。

このタスクについて

リストア処理のデスティネーションボリュームは次のいずれかにする必要があります。

• 読み書き可能なボリューム。このケースでは、ソースボリュームとデスティネーションボリュームに共通
の Snapshot コピーがある（通常、リストア先が元のソースボリュームである）場合、 SnapMirror は
_incremental restore_x を実行します。
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共通の Snapshot コピーがない場合、コマンドは失敗します。空の読み書き可能なボリュー
ムにボリュームの内容をリストアすることはできません。

• 空のデータ保護ボリューム。このケースでは、 SnapMirror は _ ベースラインリストア _ を実行します。
これにより、指定された Snapshot コピーおよびコピーが参照するすべてのデータブロックがソースボリ
ュームに転送されます。

ボリュームの内容のリストアはシステム停止を伴う処理です。リストア処理の実行中は、SnapVaultプライマ
リボリュームでSMBトラフィックが実行されていない必要があります。

リストア処理のデスティネーションボリュームで圧縮が有効になっていて、ソースボリュームで圧縮が有効に
なっていない場合は、デスティネーションボリュームで圧縮を無効にします。リストア処理の完了後に、圧縮
を再度有効にする必要があります。

デスティネーションボリュームに対して定義されたクォータルールは、リストアの実行前に非アクティブ化さ

れます。を使用できます volume quota modify リストア処理の完了後にクォータルールを再アクティブ化
するコマンド。

手順

1. デスティネーションボリューム内の Snapshot コピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、上のSnapshotコピーを示しています vserverB:secondary1 目的地：
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cluster_dst::> volume snapshot show -vserver vserverB -volume secondary1

Vserver     Volume      Snapshot                State    Size  Total%

Used%

-------     ------      ---------- ----------- ------   -----  ------

-----

vserverB    secondary1  hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%

0%

                        daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%

0%

                        hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%

0%

7 entries were displayed.

2. SnapMirror デスティネーションボリューム内の Snapshot コピーからボリュームの内容をリストアしま
す。

snapmirror restore -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

-destination-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -source-snapshot snapshot

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次のコマンドは、元のソースボリュームの内容をリストアします primary1 Snapshotコピーから削除し

ます daily.2013-01-25_0010 （元のデスティネーションボリューム内） secondary1：
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cluster_dst::> snapmirror restore -source-path vserverB:secondary1

-destination-path vserverA:primary1 -source-snapshot daily.2013-01-

25_0010

Warning: All data newer than Snapshot copy daily.2013-01-25_0010 on

volume vserverA:primary1 will be deleted.

Do you want to continue? {y|n}: y

[Job 34] Job is queued: snapmirror restore from source

vserverB:secondary1 for the snapshot daily.2013-01-25_0010.

3. リストアしたボリュームを再マウントし、ボリュームを使用するすべてのアプリケーションを再起動しま
す。

ONTAP でこれを行うその他の方法

実行するタスク 参照するコンテンツ

再設計された System Manager （ ONTAP 9.7 以降で
使用可能）

"以前の Snapshot コピーからボリュームをリストア
します"

System Manager Classic （ ONTAP 9.7 以前で使用可
能）

"SnapVault によるボリュームリストアの概要"

レプリケーション関係を手動で更新

ソースボリュームが移動されたために更新が失敗した場合は、レプリケーション関係を
手動で更新しなければならないことがあります。

このタスクについて

レプリケーション関係を手動で更新するまで、 SnapMirror は移動されたソースボリュームからの転送をすべ
て中止します。

ONTAP 9.5 以降では、 SnapMirror Synchronous 関係がサポートされます。これらの関係ではソースボリュー
ムとデスティネーションボリュームは常に同期された状態ですが、セカンダリクラスタの表示は 1 時間おき
にしかプライマリと同期されません。デスティネーションのポイントインタイムデータを表示する場合は、を

実行して手動更新を実行する必要があります snapmirror update コマンドを実行します

ステップ

1. レプリケーション関係を手動で更新します。

snapmirror update -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -destination

-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。ソースとデスティネーションに共通の Snapshot コピーが存在しない場

合、このコマンドは失敗します。使用 snapmirror initialize 関係を再初期化してく
ださい。

次の例は、ソースボリューム間の関係を更新します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_src::> snapmirror update -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

レプリケーション関係を再同期

デスティネーションボリュームを書き込み可能にしたあと、ソースボリュームとデステ
ィネーションボリュームに共通の Snapshot コピーが存在しないために更新が失敗した
あと、または関係のレプリケーションポリシーを変更した場合には、レプリケーション
関係の再同期が必要です。

このタスクについて

• 再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。再同期はオフピ
ークの時間帯に実行することを推奨します。

• ファンアウト構成またはカスケード構成の一部であるボリュームの再同期には時間がかかることがありま
す。長時間にわたってステータスが「 preparing 」と報告されている SnapMirror 関係が表示されることは
珍しくありません。

ステップ

1. ソースボリュームとデスティネーションボリュームを再同期します。

snapmirror resync -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -destination

-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -type DP|XDP -schedule schedule

-policy policy

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間の関係を再同期します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを

指定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst
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ボリュームレプリケーション関係を削除します

を使用できます snapmirror delete および snapmirror release ボリュームレプ
リケーション関係を削除するコマンド。続いて、不要なデスティネーションボリューム
を手動で削除できます。

このタスクについて

。 snapmirror release コマンドは、SnapMirrorで作成されたSnapshotコピーをソースから削除します。

を使用できます -relationship-info-only Snapshotコピーを保持するオプション。

手順

1. レプリケーション関係を休止します。

snapmirror quiesce -destination-path SVM:volume|cluster://SVM/volume

cluster_dst::> snapmirror quiesce -destination-path svm_backup:volA_dst

2. （オプション）デスティネーションボリュームを読み取り/書き込みボリュームにする必要がある場合は、
レプリケーション関係を解除します。デスティネーションボリュームを削除する場合やボリュームの読み
取り/書き込みが不要な場合は、この手順を省略できます。

snapmirror break -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -destination

-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

cluster_dst::> snapmirror break -source-path svm1:volA -destination-path

svm_backup:volA_dst

3. レプリケーション関係を削除します。

snapmirror delete -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -destination

-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーションクラスタまたはデスティネーション SVM から実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間の関係を削除します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror delete -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

4. ソース SVM からレプリケーション関係情報をリリースします。
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snapmirror release -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

-destination-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, …

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはソースクラスタまたはソース SVM から実行する必要があります。

次の例は、指定したレプリケーション関係の情報をソースSVMからリリースします svm1：

cluster_src::> snapmirror release -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

ストレージ効率の管理

SnapMirror は、ソースボリュームとデスティネーションボリュームでストレージ効率を
維持します。ただし、例外が 1 つあり、デスティネーションでポストプロセスデータ圧
縮が有効になっている場合、ストレージ効率は維持されません。その場合、デスティネ
ーションではすべてのストレージ効率が失われます。この問題を修正するには、デステ
ィネーションでポストプロセス圧縮を無効にして、関係を手動で更新し、 Storage
Efficiency を再度有効にする必要があります。

必要なもの

• ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、および SVM のピア関係が確立されている必要がありま
す。

"クラスタと SVM のピアリング"

• デスティネーションでポストプロセス圧縮を無効にする必要があります。

このタスクについて

を使用できます volume efficiency show コマンドを使用して、ボリュームで効率化が有効になっている
かどうかを確認します。詳細については、マニュアルページを参照してください。

SnapMirror 監査ログを表示し、転送概要を特定することで、 SnapMirror によるストレージ効率化が維持され
ているかどうかを確認できます。転送概要 が表示されている場合 `transfer_desc=Logical Transfer`SnapMirror
ではストレージ効率は維持されません。転送概要 が表示されている場合 `transfer_desc=Logical Transfer with
Storage Efficiency`SnapMirrorはストレージ効率を維持します。例：

Fri May 22 02:13:02 CDT 2020 ScheduledUpdate[May 22 02:12:00]:cc0fbc29-

b665-11e5-a626-00a09860c273 Operation-Uuid=39fbcf48-550a-4282-a906-

df35632c73a1 Group=none Operation-Cookie=0 action=End source=<sourcepath>

destination=<destpath> status=Success bytes_transferred=117080571

network_compression_ratio=1.0:1 transfer_desc=Logical Transfer - Optimized

Directory Mode
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ストレージを使用した論理転送

ONTAP 9.3 以降では、 Storage Efficiency を再度有効にするための手動更新が不要になりました。SnapMirror
では、ポストプロセス圧縮が無効になったことを検出すると、スケジュールされた次回の更新時に Storage
Efficiency を自動的に再度有効にします。ソースとデスティネーションの両方で ONTAP 9.3 を実行している
必要があります。

ONTAP 9.3 以降では、デスティネーションボリュームが書き込み可能になったあとで、 AFF システムが
Storage Efficiency の設定を FAS システムとは異なる方法で管理します。

• を使用してデスティネーションボリュームを書き込み可能にしたあと snapmirror break コマンドを実
行した場合、ボリュームのキャッシングポリシーは自動的に「auto」（デフォルト）に設定されます。

この動作は FlexVol ボリュームにのみ該当し、 FlexGroup ボリュームには適用されませ
ん。

• 再同期時に、キャッシングポリシーは自動的に「 none 」に設定され、重複排除およびインライン圧縮
は、元の設定に関係なく自動的に無効になります。必要に応じて、設定を手動で変更する必要がありま
す。

Storage Efficiency が有効な状態での手動更新には時間がかかる場合があります。この処理はオ
フピークの時間帯に実行することを推奨します。

ステップ

1. レプリケーション関係を更新して、 Storage Efficiency を再度有効にします。

snapmirror update -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -destination

-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -enable-storage-efficiency true

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。ソースとデスティネーションに共通の Snapshot コピーが存在しない場

合、このコマンドは失敗します。使用 snapmirror initialize 関係を再初期化してく
ださい。

次の例は、ソースボリューム間の関係を更新します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン `svm_backup`Storage Efficiencyを再度有効にします。

cluster_dst::> snapmirror update -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst -enable-storage-efficiency true

SnapMirror グローバルスロットルを使用します

グローバルネットワークスロットルは、ノード単位のすべての SnapMirror および
SnapVault 転送で使用できます。

このタスクについて
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SnapMirror グローバルスロットルは、送受信される SnapMirror 転送および SnapVault 転送で使用する帯域
幅を制限します。この制限は、クラスタ内のすべてのノードで適用されます。

たとえば、送信スロットルを100Mbpsに設定した場合は、クラスタ内の各ノードで送信帯域幅が100Mbpsに
設定されます。グローバルスロットルを無効にすると、すべてのノードで無効になります。

データ転送速度は多くの場合ビット / 秒（ bps ）で表されますが、スロットル値はキロバイト / 秒（ KBps ）
で入力する必要があります。

ONTAP 9.9.1以前のリリースでは、スロットルはに影響しません volume move 転送または負
荷共有ミラー転送。ONTAP 9.10.0以降では、ボリューム移動処理をスロットルするオプション
を指定できます。詳細については、を参照してください "ONTAP 9.10以降でボリューム移動の
スロットルを行う方法"

グローバルスロットルは、 SnapMirror 転送および SnapVault 転送の関係ごとのスロットル機能と連動しま
す。関係ごとのスロットルは、関係ごとの転送の帯域幅の合計がグローバルスロットルの値を超えるまで有効

で、超えたあとはグローバルスロットルが有効になります。スロットル値 0 グローバルスロットルが無効に
なっていることを示します。

SnapMirror グローバルスロットルは、 SnapMirror Synchronous 関係が In-Sync になっている
場合は効果がありません。ただし、初期化処理や Out of Sync イベントなどの非同期転送フェ
ーズを実行した場合は、スロットルは SnapMirror Synchronous 関係に影響しません。そのた
め、 SnapMirror Synchronous 関係でグローバルスロットルを有効にすることは推奨されませ
ん。

手順

1. グローバルスロットルを有効にします。

options -option-name replication.throttle.enable on|off

次の例は、でSnapMirrorグローバルスロットルを有効にする方法を示しています cluster_dst：

cluster_dst::> options -option-name replication.throttle.enable on

2. デスティネーションクラスタで受信転送に使用される総帯域幅について最大値を指定します。

options -option-name replication.throttle.incoming.max_kbs KBps

推奨される最小スロットル帯域幅は 4KBps で、最大値は 2TBps です。このオプションのデフォルト値は
です `unlimited`これは、使用される総帯域幅に制限がないことを意味します。

次の例は、受信転送で使用される総帯域幅について最大値を 100Mbps に設定する方法を示しています。

cluster_dst::> options -option-name

replication.throttle.incoming.max_kbs 12500

100 Mbps = 12500 kbps
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3. ソースクラスタで送信転送に使用される総帯域幅について最大値を指定します。

options -option-name replication.throttle.outgoing.max_kbs KBps

推奨される最小スロットル帯域幅は 4KBps で、最大値は 2TBps です。このオプションのデフォルト値は
です `unlimited`これは、使用される総帯域幅に制限がないことを意味します。パラメータ値はkbps単位で
す。

次の例は、送信転送で使用される総帯域幅について最大値を 100Mbps に設定する方法を示しています。

cluster_src::> options -option-name

replication.throttle.outgoing.max_kbs 12500

SnapMirror SVM レプリケーションの概要

SnapMirrorを使用すると、SVM間のデータ保護関係を作成できます。このタイプのデー
タ保護関係では、 SVM のすべてまたは一部の設定が NFS エクスポートおよび SMB 共
有から RBAC にレプリケートされます。また、 SVM が所有するボリューム内のデータ
もレプリケートされます。

サポートされている関係タイプ

レプリケート可能なのはデータ提供用SVMのみです。サポートされるデータ保護関係タイプは次のとおりで
す。

• SnapMirror DR ： _ 通常、デスティネーションにはソース上に現在ある Snapshot コピーだけが含まれま
す。

ONTAP 9.9.1以降では、mirror-vaultポリシーを使用している場合にこの動作が変更されます。ONTAP
9.9.1以降では、ソースとデスティネーションで異なるSnapshotポリシーを作成できます。デスティネー
ションのSnapshotコピーがソースのSnapshotコピーで上書きされることはありません。

◦ スケジュールされた通常の処理、更新、および再同期の実行中に、ソースからデスティネーションに
上書きされることはありません

◦ 解除処理の実行中に削除されることはありません。

◦ 逆再同期処理の実行中は削除されません。
ONTAP 9.9.1以降を使用してmirror-vaultポリシーを使用してSVMディザスタ関係を設定する場合、ポ
リシーは次のように動作します。

◦ ソースでのユーザ定義の Snapshot コピーポリシーは、デスティネーションにコピーされません。

◦ システム定義の Snapshot コピーポリシーはデスティネーションにコピーされません。

◦ ユーザおよびシステム定義の Snapshot ポリシーとのボリュームの関連付けはデスティネーションに
コピーされません。
[+]
SVM：

• ONTAP 9.2 以降では、 _SnapMirror ユニファイドレプリケーション。デスティネーションに DR と長期保
持の両方が設定されています。
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これらの関係タイプの詳細については、を参照してください。 "SnapMirror ボリュームレプリケーションの概
要"。

レプリケーションポリシーの _policy type_of によって、サポートされる関係のタイプが決まります。次の表
に、使用可能なポリシータイプを示します。

ポリシータイプ 関係タイプ

非同期ミラー SnapMirror DR

ミラー - バックアップ ユニファイドレプリケーション

ONTAP 9.4 では、 XDP が DP に代わって SVM レプリケーションのデフォルトになりま
した

ONTAP 9.4 以降では、 SVM データ保護関係のデフォルトが XDP モードに変更されました。ONTAP 9.3 以前
の SVM データ保護関係のデフォルトは引き続き DP モードです。

新しいデフォルトは既存の関係には影響しません。DP タイプの既存の関係は引き続き DP タイプになりま
す。次の表に、想定される動作を示します。

指定するモード タイプ デフォルトポリシー（ポリシーを
指定しない場合）

DP XDP MirrorAllSnapshots （ SnapMirror
DR ）

なし XDP MirrorAllSnapshots （ SnapMirror
DR ）

XDP XDP MirrorAndVault （ユニファイドレ
プリケーション）

デフォルトの変更の詳細については、以下を参照してください。 "XDP は、 DP を SnapMirror のデフォルト
として置き換えます"。

バージョンに依存しないレプリケーションは、 SVM レプリケーションではサポートされませ
ん。SVMディザスタリカバリ設定では、フェイルオーバーおよびフェイルバック処理をサポー
トするために、デスティネーションSVMがソースSVMクラスタと同じバージョンのONTAPを
実行しているクラスタである必要があります。

"SnapMirror 関係に対応した ONTAP バージョン"

SVM の設定のレプリケート方法

SVM レプリケーション関係の内容は、以下に示すフィールドの設定の組み合わせによって決定されます。

• 。 -identity-preserve true のオプション snapmirror create コマンドは、SVMの設定全体をレ
プリケートします。
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。 -identity-preserve false オプションは、SVMのボリュームと認証と許可の設定、およびに記載
されているプロトコルとネームサービスの設定のみをレプリケートします "SVMディザスタリカバリ関係
でレプリケートされる設定"。

• 。 -discard-configs network のオプション snapmirror policy create このコマンドは、ソー
スとデスティネーションのSVMが異なるサブネットにある場合に使用するLIFおよび関連ネットワーク設
定をSVMレプリケーション対象から除外します。

• 。 -vserver-dr-protection unprotected のオプション volume modify 指定したボリューム
をSVMレプリケーション対象から除外します。

上記の点を除き、 SVM レプリケーションはボリュームレプリケーションとほぼ同じです。ボリュームレプリ
ケーションとほぼ同じワークフローを SVM レプリケーションにも使用できます。

サポートの詳細

次の表は、 SnapMirror SVM レプリケーションのサポートの詳細を示しています。

リソースまたは機能 サポートの詳細

導入タイプ • 単一のソースから単一のデスティネーション

• ONTAP 9.4 以降はファンアウトファンアウトで
きるのは 2 つの宛先だけです。

デフォルトでは、 -identity-preserve true の関係
はソース SVM ごとに 1 つだけ許可されます。

関係タイプ • SnapMirrorディザスタリカバリ

• ONTAP 9.2 以降では、 SnapMirror ユニファイド
レプリケーションがサポートされます

レプリケーションの範囲 クラスタ間のみ。同じクラスタ内の SVM をレプリケ
ートすることはできません。

自律的なランサムウェア防御 • ONTAP 9.12.1以降でサポート。詳細について
は、を参照してください "自律的なランサムウェ
ア防御"

整合グループの非同期サポート ONTAP 9.14.1以降では、整合グループが存在する場
合に最大32個のSVMディザスタリカバリ関係がサポ
ートされます。を参照してください "整合グループを
保護する" および "整合グループの制限" を参照してく
ださい。

FabricPool ONTAP 9.6 以降の FabricPool では、 SnapMirror
SVM レプリケーションがサポートされます。
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MetroCluster ONTAP 9.11.1以降では、MetroCluster構成内のSVM
ディザスタリカバリ関係の両側を、SVMディザスタ
リカバリ設定のソースとして使用できます。

ONTAP 9.5 以降の MetroCluster 構成では、
SnapMirror SVM レプリケーションがサポートされま
す。

• ONTAP 9.10.Xより前のリリースで
は、MetroCluster構成をSVMディザスタリカバリ
関係のデスティネーションにすることはできませ
ん。

• ONTAP 9.10.1以降のリリースでは、MetroCluster
構成は移行目的でのみSVMディザスタリカバリ関
係のデスティネーションとして使用でき、に記載
されている必要なすべての要件を満たしている必
要があります。 "TR-4966：『Migrating a SVM
into a MetroCluster 解決策』"。

• SVM ディザスタリカバリ関係のソースとして使
用できるのは、 MetroCluster 構成内のアクティ
ブな SVM だけです。

スイッチオーバー前の同期元の SVM とスイッチ
オーバー後の同期先の SVM のどちらもソースに
使用できます。

• MetroCluster 構成が安定した状態のときは
MetroCluster の同期先の SVM はオンラインでな
いため、同期先ボリュームを SVM ディザスタリ
カバリ関係のソースにすることはできません。

• 同期元のSVMがSVMディザスタリカバリ関係の
ソースである場合は、ソースのSVMディザスタリ
カバリ関係の情報がMetroClusterパートナーにレ
プリケートされます。

• スイッチオーバーおよびスイッチバックの処理中
に、SVMディザスタリカバリデスティネーション
へのレプリケーションが失敗することがありま
す。

ただし、スイッチオーバーまたはスイッチバック
のプロセスが完了すると、SVMディザスタリカバ
リの次回のスケジュールされた更新は成功しま
す。

整合グループ ONTAP 9.14.1以降でサポートされます。詳細につい
ては、を参照してください 整合グループを保護す
る。

ONTAP S3の略 SVMディザスタリカバリではサポートされません。
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SnapMirror Synchronous SVMディザスタリカバリではサポートされません。

バージョンに依存しません サポート対象外

ボリューム暗号化 • ソースで暗号化されたボリュームがデスティネー
ションで暗号化されます。

• オンボードキーマネージャまたは KMIP サーバを
デスティネーションで設定する必要があります。

• 新しい暗号化キーはデスティネーションで生成さ
れます。

• ボリューム暗号化をサポートするノードがデステ
ィネーションに含まれていない場合、レプリケー
ションは成功しますが、デスティネーションボリ
ュームは暗号化されません。

SVMディザスタリカバリ関係でレプリケートされる設定

次の表に、の相互作用を示します snapmirror create -identity-preserve オプションとを使用しま

す snapmirror policy create -discard-configs network オプション：

設定のレプリケート ‑identity‑preserve true ‑identity‑prese

rve false

*ポリシーなし

-discard

-configs

network SET *

*とのポリシー

-discard

-configs

network SET *

ネットワーク NAS LIF はい。 いいえ いいえ

LIF の Kerberos 設
定

はい。 いいえ いいえ SAN LIF

いいえ いいえ いいえ ファイアウォールポ
リシー

はい。

はい。 いいえ サービスポリシー はい。 はい。

いいえ ルート はい。 いいえ いいえ

ブロードキャストド
メイン

いいえ いいえ いいえ サブネット

いいえ いいえ いいえ 表示されます いいえ

79



いいえ いいえ SMB SMBサアハ はい。

はい。 いいえ ローカルグループお
よびローカルユーザ

はい。 はい。

はい。 権限 はい。 はい。 はい。

シャドウコピー はい。 はい。 はい。 BranchCache

はい。 はい。 はい。 サーバオプション はい。

はい。 はい。 サーバセキュリティ はい。 はい。

いいえ ホームディレクト
リ、共有

はい。 はい。 はい。

シンボリックリンク はい。 はい。 はい。 Fpolicy ポリシー、
Fsecurity ポリシ
ー、および
Fsecurity NTFS です

はい。 はい。 はい。 ネームマッピングと
グループマッピング

はい。

はい。 はい。 監査情報 はい。 はい。

はい。 NFS エクスポートポリシ
ー

はい。 はい。

いいえ エクスポートポリシ
ールール

はい。 はい。 いいえ

NFS サーバ はい。 はい。 いいえ RBAC

セキュリティ証明書 はい。 はい。 いいえ ログインユーザ、公
開鍵、ロール、およ
びロールの設定

はい。 はい。 はい。 SSL はい。

はい。 いいえ ネームサービス DNS および DNS ホ
スト

はい。

はい。 いいえ UNIX ユーザおよび
UNIX グループ

はい。 はい。
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はい。 Kerberos Realm お
よび Kerberos キー
ブロック

はい。 はい。 いいえ

LDAP および LDAP
クライアント

はい。 はい。 いいえ ネットグループ

はい。 はい。 いいえ NIS はい。

はい。 いいえ Web および Web ア
クセス

はい。 はい。

いいえ ボリューム オブジェクト はい。 はい。

はい。 Snapshot コピー、
Snapshot ポリシ
ー、および自動削除
ポリシー

はい。 はい。 はい。

効率化ポリシー はい。 はい。 はい。 クォータポリシーお
よびクォータポリシ
ールール

はい。 はい。 はい。 リカバリキュー はい。

はい。 はい。 ルートボリューム ネームスペース はい。

はい。 はい。 ユーザデータ いいえ いいえ

いいえ qtree いいえ いいえ いいえ

クォータ いいえ いいえ いいえ ファイルレベルの
QoS

いいえ いいえ いいえ 属性：ルートボリュ
ームの状態、スペー
スギャランティ、サ
イズ、オートサイ
ズ、およびファイル
総数

いいえ

いいえ いいえ Storage QoS QoS ポリシーグル
ープ

はい。
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はい。 はい。 Fibre Channel （ FC
；ファイバチャネル
）

いいえ いいえ

いいえ iSCSI いいえ いいえ いいえ

LUN オブジェクト はい。 はい。 はい。

igroup 数 いいえ いいえ いいえ ポートセット

いいえ いいえ いいえ シリアル番号 いいえ

いいえ いいえ SNMP v3 ユーザ はい。

SVMディザスタリカバリのストレージ制限

次の表に、ストレージオブジェクトごとにサポートされる推奨されるボリュームおよびSVMディザスタリカ
バリ関係の最大数を示します。制限はプラットフォームによって異なることが多いので注意してください。を
参照してください "Hardware Universe" をクリックして、それぞれの構成の制限事項を確認してください。

ストレージオブジェクト 制限（ Limit ）

SVM 300個のフレキシブルボリューム

HA ペア フレキシブルボリューム×1、000

クラスタ 128個のSVMディザスタ関係

SnapMirror SVM レプリケーションを管理します

SVM 設定をレプリケート

SnapMirror SVM レプリケーションのワークフロー

SnapMirror SVM レプリケーションでは、デスティネーション SVM を作成し、レプリケ
ーションジョブスケジュールを作成し、 SnapMirror 関係を作成して初期化します。

このワークフローでは、デフォルトポリシーまたはカスタムレプリケーションポリシーをすで
に使用していることを前提としています。
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ボリュームをデスティネーション SVM に配置する際の基準

ボリュームをソース SVM からデスティネーション SVM にレプリケートするときは、ア
グリゲートの選択基準を理解しておくことが重要です。

アグリゲートは次の基準に基づいて選択されます。

• ボリュームは常にルート以外のアグリゲートに配置されます。

• ルート以外のアグリゲートの中から、利用可能な空きスペースとホストしている既存のボリュームの数に
基づいてアグリゲートが選択されます。

空きスペースが多く、ボリューム数が少ないアグリゲートほど優先順位が高くなります。最も優先順位が
高いアグリゲートが選択されます。

• FabricPool アグリゲートのソースボリュームは、同じ階層化ポリシーを使用するデスティネーションの
FabricPool アグリゲートに配置されます。

• ソース SVM のボリュームが Flash Pool アグリゲートにある場合、デスティネーション SVM に Flash
Pool アグリゲートがあり、そのアグリゲートに十分な空きスペースがあれば、そのアグリゲートにボリュ
ームが配置されます。

• 状況に応じて -space-guarantee レプリケートされるボリュームのオプションがに設定されている
`volume`空きスペースがボリュームサイズよりも大きいアグリゲートのみが考慮されます。
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• ボリュームのサイズは、ソースボリュームのサイズに基づいて、レプリケーション時にデスティネーショ
ン SVM で自動的に拡張されます。

デスティネーション SVM のサイズを事前にリザーブする場合は、ボリュームのサイズを変更する必要が
あります。ソース SVM に基づいて、デスティネーション SVM でボリュームのサイズが自動的に縮小さ
れることはありません。

ボリュームをアグリゲート間で移動する場合は、を使用できます volume move デスティネーションSVMで
コマンドを実行します。

SVM の設定全体をレプリケート

を使用できます -identity-preserve true のオプション snapmirror create
SVMの設定全体をレプリケートするコマンド。

作業を開始する前に

ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、および SVM のピア関係が確立されている必要があります。
詳細については、を参照してください "クラスタピア関係を作成" および "SVM のクラスタ間ピア関係を作成
します"。

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このタスクについて

このワークフローでは、デフォルトポリシーまたはカスタムレプリケーションポリシーをすでに使用している
ことを前提としています。

ONTAP 9.9.1以降では、mirror-vaultポリシーを使用すると、ソースSVMとデスティネーションSVMで異な
るSnapshotポリシーを作成でき、デスティネーションのSnapshotコピーがソースのSnapshotコピーで上書き
されることはありません。詳細については、を参照してください "SnapMirror SVM レプリケーションの概要
"。

手順

1. デスティネーション SVM を作成します。

vserver create -vserver SVM_name -subtype dp-destination

SVM 名はソースクラスタとデスティネーションクラスタの間で一意である必要があります。

次の例は、という名前のデスティネーションSVMを作成します svm_backup：

cluster_dst:> vserver create -vserver svm_backup -subtype dp-destination

2. デスティネーションクラスタから、を使用してSVMピア関係を作成します vserver peer create コマ
ンドを実行します

詳細については、を参照してください "SVM のクラスタ間ピア関係を作成します"。

3. レプリケーションジョブスケジュールを作成
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job schedule cron create -name job_name -month month -dayofweek day_of_week

-day day_of_month -hour hour -minute minute

の場合 -month、 -dayofweek`および `-hour`を指定できます `all 毎月、曜日、および時間ごとに
ジョブを実行します。

SVM SnapMirror関係にあるFlexVol ボリュームに対してサポートされる最小スケジュール
（RPO）は15分です。SVM SnapMirror関係にあるFlexGroup ボリュームに対してサポート
される最小スケジュール（RPO）は30分です。

次の例は、という名前のジョブスケジュールを作成します my_weekly 土曜日の午前3時に実行されま
す。

cluster_dst::> job schedule cron create -name my_weekly -dayofweek

saturday -hour 3 -minute 0

4. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから、レプリケーション関係を作成しま
す。

snapmirror create -source-path SVM_name: -destination-path SVM_name: -type

DP|XDP -schedule schedule -policy policy -identity-preserve true

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）

次の例は、デフォルトのを使用して、SnapMirror DR関係を作成します MirrorAllSnapshots ポリシー
：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy MirrorAllSnapshots

-identity-preserve true

次の例は、デフォルトを使用して、ユニファイドレプリケーション関係を作成します MirrorAndVault
ポリシー：

cluster_dst:> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy MirrorAndVault

-identity-preserve true

ポリシータイプがのカスタムポリシーを作成しているとします `async-mirror`次の例は、SnapMirror DR関
係を作成します。
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cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy my_mirrored -identity

-preserve true

ポリシータイプがのカスタムポリシーを作成しているとします `mirror-vault`次の例は、ユニファイドレプ
リケーション関係を作成します。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy my_unified -identity

-preserve true

5. デスティネーション SVM を停止します。

vserver stop

SVM name

次の例は、 dvs1 という名前のデスティネーション SVM を停止します。

cluster_dst::> vserver stop -vserver dvs1

6. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから、 SVM レプリケーション関係を初期
化します： +

snapmirror initialize -source-path SVM_name: -destination-path SVM_name:

次の例は、ソースSVM間の関係を初期化します。 svm1`およびデスティネーションSVM `svm_backup
：

cluster_dst::> snapmirror initialize -source-path svm1: -destination

-path svm_backup:

SVM レプリケーション対象から LIF と関連ネットワークの設定を除外

ソースとデスティネーションのSVMが異なるサブネットにある場合は、を使用できます

-discard-configs network のオプション snapmirror policy create LIFと関
連ネットワーク設定をSVMレプリケーション対象から除外するコマンド。

必要なもの

ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、および SVM のピア関係が確立されている必要があります。

詳細については、を参照してください "クラスタピア関係を作成" および "SVM のクラスタ間ピア関係を作成
します"。

86

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-cluster-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/peering/create-intercluster-svm-peer-relationship-93-later-task.html


このタスクについて

。 -identity-preserve のオプション snapmirror create コマンドはに設定する必要があります true
SVMレプリケーション関係の作成時。

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

手順

1. デスティネーション SVM を作成します。

vserver create -vserver SVM -subtype dp-destination

SVM 名はソースクラスタとデスティネーションクラスタの間で一意である必要があります。

次の例は、という名前のデスティネーションSVMを作成します svm_backup：

cluster_dst:> vserver create -vserver svm_backup -subtype dp-destination

2. デスティネーションクラスタから、を使用してSVMピア関係を作成します vserver peer create コマ
ンドを実行します

詳細については、を参照してください "SVM のクラスタ間ピア関係を作成します"。

3. ジョブスケジュールを作成します。

job schedule cron create -name job_name -month month -dayofweek day_of_week

-day day_of_month -hour hour -minute minute

の場合 -month、 -dayofweek`および `-hour`を指定できます `all 毎月、曜日、および時間ごとに
ジョブを実行します。

SVM SnapMirror関係にあるFlexVol ボリュームに対してサポートされる最小スケジュール
（RPO）は15分です。SVM SnapMirror関係にあるFlexGroup ボリュームに対してサポート
される最小スケジュール（RPO）は30分です。

次の例は、という名前のジョブスケジュールを作成します my_weekly 土曜日の午前3時に実行されま
す。

cluster_dst::> job schedule cron create -name my_weekly -dayofweek

"Saturday" -hour 3 -minute 0

4. カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

snapmirror policy create -vserver SVM -policy policy -type async-

mirror|vault|mirror-vault -comment comment -tries transfer_tries -transfer

-priority low|normal -is-network-compression-enabled true|false -discard

-configs network

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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次の例は、 LIF を除外する SnapMirror DR 用のカスタムレプリケーションポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

DR_exclude_LIFs -type async-mirror -discard-configs network

次の例は、 LIF を除外するユニファイドレプリケーション用のカスタムレプリケーションポリシーを作成
します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

unified_exclude_LIFs -type mirror-vault -discard-configs network

5. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから次のコマンドを実行して、レプリケー
ション関係を作成します。

snapmirror create -source-path SVM: -destination-path SVM: -type DP|XDP

-schedule schedule -policy policy -identity-preserve true|false

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、 LIF を除外する SnapMirror DR 関係を作成します。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy DR_exclude_LIFs

-identity-preserve true

次の例は、 LIF を除外する SnapMirror ユニファイドレプリケーション関係を作成します。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy unified_exclude_LIFs

-identity-preserve true

6. デスティネーション SVM を停止します。

vserver stop

SVM name

次の例は、 dvs1 という名前のデスティネーション SVM を停止します。

cluster_dst::> vserver stop -vserver dvs1

7. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから、レプリケーション関係を初期化しま
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す。

snapmirror initialize -source-path SVM: -destination-path SVM:

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ソース間の関係を初期化します。 svm1 目的地、 svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror initialize -source-path svm1: -destination

-path svm_backup:

完了後

災害発生時のデータアクセス用に、デスティネーション SVM でネットワークとプロトコルを設定する必要が
あります。

ネットワーク、ネームサービス、およびその他の設定を SVM レプリケーション対象から除外します

を使用できます -identity-preserve false のオプション snapmirror create
SVMのボリュームとセキュリティ設定のみをレプリケートするコマンド。一部のプロト
コルとネームサービスの設定も保持されます。

このタスクについて

保持されているプロトコルおよびネームサービスの設定のリストについては、を参照してください "SVM DR
関係でレプリケートされる設定"。

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

作業を開始する前に

ソースクラスタとデスティネーションクラスタ、および SVM のピア関係が確立されている必要があります。

詳細については、を参照してください "クラスタピア関係を作成" および "SVM のクラスタ間ピア関係を作成
します"。

手順

1. デスティネーション SVM を作成します。

vserver create -vserver SVM -subtype dp-destination

SVM 名はソースクラスタとデスティネーションクラスタの間で一意である必要があります。

次の例は、という名前のデスティネーションSVMを作成します svm_backup：

cluster_dst:> vserver create -vserver svm_backup -subtype dp-destination

2. デスティネーションクラスタから、を使用してSVMピア関係を作成します vserver peer create コマ
ンドを実行します
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詳細については、を参照してください "SVM のクラスタ間ピア関係を作成します"。

3. レプリケーションジョブスケジュールを作成

job schedule cron create -name job_name -month month -dayofweek day_of_week

-day day_of_month -hour hour -minute minute

の場合 -month、 -dayofweek`および `-hour`を指定できます `all 毎月、曜日、および時間ごとに
ジョブを実行します。

SVM SnapMirror関係にあるFlexVol ボリュームに対してサポートされる最小スケジュール
（RPO）は15分です。SVM SnapMirror関係にあるFlexGroup ボリュームに対してサポート
される最小スケジュール（RPO）は30分です。

次の例は、という名前のジョブスケジュールを作成します my_weekly 土曜日の午前3時に実行されま
す。

cluster_dst::> job schedule cron create -name my_weekly -dayofweek

"Saturday" -hour 3 -minute 0

4. ネットワーク、ネームサービス、およびその他の設定を除外するレプリケーション関係を作成します。

snapmirror create -source-path SVM: -destination-path SVM: -type DP|XDP

-schedule schedule -policy policy -identity-preserve false

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。 このコマン
ドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する必要があり
ます。

次の例は、デフォルトのを使用して、SnapMirror DR関係を作成します MirrorAllSnapshots ポリシー
：この関係では、ネットワーク、ネームサービス、およびその他の設定が SVM レプリケーションから除
外されます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy MirrorAllSnapshots

-identity-preserve false

次の例は、デフォルトを使用して、ユニファイドレプリケーション関係を作成します MirrorAndVault
ポリシー：この関係では、ネットワーク、ネームサービス、およびその他の設定が除外されます。

cluster_dst:> snapmirror create svm1: -destination-path svm_backup:

-type XDP -schedule my_daily -policy MirrorAndVault -identity-preserve

false

ポリシータイプがのカスタムポリシーを作成しているとします `async-mirror`次の例は、SnapMirror DR関
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係を作成します。この関係では、ネットワーク、ネームサービス、およびその他の設定が SVM レプリ
ケーションから除外されます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy my_mirrored -identity

-preserve false

ポリシータイプがのカスタムポリシーを作成しているとします `mirror-vault`次の例は、ユニファイドレプ
リケーション関係を作成します。この関係では、ネットワーク、ネームサービス、およびその他の設定が
SVM レプリケーションから除外されます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -type XDP -schedule my_daily -policy my_unified -identity

-preserve false

5. デスティネーション SVM を停止します。

vserver stop

SVM name

次の例は、 dvs1 という名前のデスティネーション SVM を停止します。

destination_cluster::> vserver stop -vserver dvs1

6. SMB を使用する場合は、 SMB サーバも設定する必要があります。

を参照してください "SMB のみ： SMB サーバの作成"。

7. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから、 SVM レプリケーション関係を初期
化します。

snapmirror initialize -source-path SVM_name: -destination-path SVM_name:

完了後

災害発生時のデータアクセス用に、デスティネーション SVM でネットワークとプロトコルを設定する必要が
あります。

SVM DR 関係に使用するアグリゲートを指定する

ディザスタリカバリSVMを作成すると、を使用できます aggr-list オプションを指定

します vserver modify SVM DRデスティネーションボリュームのホストに使用する
アグリゲートを制限するコマンド。

ステップ
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1. デスティネーション SVM を作成します。

vserver create -vserver SVM -subtype dp-destination

2. ディザスタリカバリ SVM の aggr-list を変更して、ディザスタリカバリ SVM のボリュームをホストする
際に使用するアグリゲートを制限します。

cluster_dest::> vserver modify -vserver SVM -aggr-list <comma-separated-list>

SMBのみ：SMBサーバを作成する

ソースSVMでSMB構成が使用されていて、をに選択した場合 identity-preserve 終
了： `false`では、デスティネーションSVM用のSMBサーバを作成する必要がありま
す。SnapMirror 関係の初期化の際、共有などの一部の SMB 構成では SMB サーバが必
要です。

手順

1. を使用して、デスティネーションSVMを起動します vserver start コマンドを実行します

destination_cluster::> vserver start -vserver dvs1

[Job 30] Job succeeded: DONE

2. デスティネーションSVMがにあることを確認します running 状態およびサブタイプはです dp-

destination を使用します vserver show コマンドを実行します

destination_cluster::> vserver show

                                   Admin      Operational Root

Vserver  Type    Subtype           State      State       Volume

Aggregate

-------- ------- ----------       ---------- ----------- ----------

----------

dvs1     data    dp-destination    running    running       -         -

3. を使用してLIFを作成します network interface create コマンドを実行します

destination_cluster::>network interface create -vserver dvs1 -lif NAS1

-role data -data-protocol cifs -home-node destination_cluster-01 -home

-port a0a-101  -address 192.0.2.128 -netmask 255.255.255.128

4. を使用してルートを作成します network route create コマンドを実行します

92



destination_cluster::>network route create -vserver dvs1 -destination

0.0.0.0/0

-gateway 192.0.2.1

"Network Management の略"

5. を使用してDNSを設定します vserver services dns create コマンドを実行します

destination_cluster::>vserver services dns create -domains

mydomain.example.com -vserver

dvs1 -name-servers 192.0.2.128 -state enabled

6. を使用して、優先ドメインコントローラを追加します vserver cifs domain preferred-dc add コ
マンドを実行します

destination_cluster::>vserver cifs domain preferred-dc add -vserver dvs1

-preferred-dc

192.0.2.128 -domain mydomain.example.com

7. を使用してSMBサーバを作成します vserver cifs create コマンドを実行します

destination_cluster::>vserver cifs create -vserver dvs1 -domain

mydomain.example.com

-cifs-server CIFS1

8. を使用して、デスティネーションSVMを停止します vserver stop コマンドを実行します

destination_cluster::> vserver stop -vserver dvs1

[Job 46] Job succeeded: DONE

SVM レプリケーション対象からボリュームを除外

デフォルトでは、ソース SVM のすべての RW データボリュームがレプリケートされま
す。保護する必要がないボリュームがソースSVMにある場合は、を使用します

-vserver-dr-protection unprotected のオプション volume modify SVMレプ
リケーション対象からボリュームを除外するコマンド。

手順

1. SVM レプリケーション対象からボリュームを除外します。

volume modify -vserver SVM -volume volume -vserver-dr-protection unprotected
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コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ボリュームを除外します volA_src SVMレプリケーションから：

cluster_src::> volume modify -vserver SVM1 -volume volA_src -vserver-dr

-protection unprotected

除外したボリュームをあとで SVM レプリケーション対象に含めるには、次のコマンドを実行します。

volume modify -vserver SVM -volume volume -vserver-dr-protection protected

ボリュームの例を次に示します volA_src SVMレプリケーションで、次の処理を行います。

cluster_src::> volume modify -vserver SVM1 -volume volA_src -vserver-dr

-protection protected

2. の説明に従って、 SVM レプリケーション関係を作成して初期化します "SVM の設定全体のレプリケート
"。

SVM DR デスティネーションからのデータの提供

SVM ディザスタリカバリのワークフロー

災害からリカバリしてデスティネーション SVM からデータを提供するには、デスティ
ネーション SVM をアクティブ化する必要があります。デスティネーション SVM のアク
ティブ化では、スケジュールされた SnapMirror 転送の停止、実行中の SnapMirror 転送
の中止、レプリケーション関係の解除、ソース SVM の停止、デスティネーション SVM
の起動が実行されます。
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SVM デスティネーションボリュームを書き込み可能にします

クライアントにデータを提供する前に、 SVM デスティネーションボリュームを書き込
み可能にする必要があります。手順は、 1 つの例外を除いて、ボリュームレプリケーシ

ョン用の手順とほとんど同じです。設定した場合 -identity-preserve true SVMレ
プリケーション関係を作成したら、デスティネーションSVMをアクティブ化する前にソ
ースSVMを停止する必要があります。

このタスクについて

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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ディザスタリカバリのシナリオでは、ソース SVM とそのデータにアクセスできなくなり、前
回の再同期後の更新が無効または破損している可能性があるため、ソース SVM からディザス
タリカバリのデスティネーション SVM への SnapMirror 更新を実行できません。

手順

1. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから、デスティネーションへのスケジュー
ルされた転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、ソースSVM間のスケジュールされた転送を停止します svm1 およびデスティネーションSVM

svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror quiesce -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

2. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから、デスティネーションへの実行中の転
送を停止します。

snapmirror abort -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、ソースSVM間の実行中の転送を停止します svm1 およびデスティネーションSVM

svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror abort -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

3. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから、レプリケーション関係を解除しま
す。

snapmirror break -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、ソースSVM間の関係を解除します svm1 およびデスティネーションSVM svm_backup：
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cluster_dst::> snapmirror break -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

4. 設定した場合 -identity-preserve true SVMレプリケーション関係を作成したら、ソースSVMを停
止します。

vserver stop -vserver SVM

次の例は、ソースSVMを停止します svm1：

cluster_src::> vserver stop svm1

5. デスティネーション SVM を起動します。

vserver start -vserver SVM

次の例は、デスティネーションSVMを起動します svm_backup：

cluster_dst::> vserver start svm_backup

完了後

の説明に従って、データアクセス用の SVM デスティネーションボリュームを設定します "データアクセス用
のデスティネーションボリュームを設定"。

ソース SVM を再アクティブ化する

ソース SVM の再アクティブ化ワークフロー

災害発生後もソース SVM が残っている場合は、そのソース SVM を再アクティブ化し、
SVM ディザスタリカバリ関係を再作成して保護できます。
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元のソース SVM を再アクティブ化する

デスティネーションからデータを提供する必要がなくなった場合は、ソース SVM とデ
スティネーション SVM 間で元のデータ保護関係を再確立できます。手順は、 1 つの例
外を除いて、ボリュームレプリケーション用の手順とほとんど同じです。ソース SVM
を再アクティブ化するには、デスティネーション SVM を停止する必要があります。

作業を開始する前に

デスティネーションボリュームからデータを提供している間にそのサイズを拡張した場合は、ソースボリュー
ムを再アクティブ化する前に、元のソースボリュームを十分拡張できるように max-autosize を手動で増やす
必要があります。

"デスティネーションボリュームが自動的に拡張される状況"

このタスクについて

ONTAP 9.11.1以降では、を使用して、ディザスタリカバリのリハーサル中の再同期時間を短縮できます

-quick-resync true のオプション snapmirror resync SVM DR関係の逆再同期を実行する際のコマン
ド。迅速な再同期により、Data Warehouseの再構築およびリストア処理をバイパスすることで、本番環境に
戻るまでの時間を短縮できます。

クイック再同期では、デスティネーションボリュームのストレージ効率は維持されません。ク
イック再同期を有効にすると、デスティネーションボリュームで使用されるボリュームスペー
スが増加する可能性があります。
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この手順は、元のソースボリュームにあるベースラインが損なわれていないことを前提としています。ベース
ラインが損なわれている場合は、手順を実行する前に、データの提供元のボリュームと元のソースボリューム
の間の関係を作成して初期化する必要があります。

コマンドの完全なコマンド構文については、マニュアルページを参照してください。

手順

1. 元のソース SVM または元のソースクラスタから、元の SVM DR 関係と同じ設定、ポリシー、および ID
保持設定を使用して、リバース SVM DR 関係を作成します。

snapmirror create -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元であるSVM間の関係を作成します。 svm_backup`および元のソースSVM

`svm1：

cluster_src::> snapmirror create -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

2. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、データ保護関係を反転しま
す。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。再同期はオフピ
ークの時間帯に実行することを推奨します。

ソースとデスティネーションに共通の Snapshot コピーが存在しない場合、このコマンドは

失敗します。使用 snapmirror initialize をクリックして関係を再初期化してくださ
い。

次の例は、元のソースSVM間の関係を反転します。 svm1`およびデータの提供元のSVM `svm_backup
：

cluster_src::> snapmirror resync -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

quick-resyncオプションの使用例：

cluster_src::> snapmirror resync -source-path svm_backup: -destination

-path svm1: -quick-resync true
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3. 元のソース SVM へのデータアクセスを再確立する準備ができたら、元のデスティネーション SVM を停
止して、元のデスティネーション SVM に現在接続されているクライアントをすべて切断します。

vserver stop -vserver SVM

次の例は、現在データを提供している元のデスティネーション SVM を停止します。

cluster_dst::> vserver stop svm_backup

4. を使用して、元のデスティネーションSVMの状態がstoppedであることを確認します vserver show コ
マンドを実行します

cluster_dst::> vserver show

                                  Admin      Operational Root

Vserver        Type    Subtype    State      State       Volume

Aggregate

--------       ------- ---------- ---------- ----------- ----------

----------

svm_backup     data    default    stopped    stopped     rv

aggr1

5. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係の最終更新を実
行し、元のデスティネーション SVM から元のソース SVM にすべての変更を転送します。

snapmirror update -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元である元のデスティネーションSVMの間の関係を更新します,svm_backup`お

よび元のソースSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror update -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

6. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係のスケジュール
された転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元のSVM間のスケジュールされた転送を停止します。 svm_backup`および元

のSVM `svm1：
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cluster_src::> snapmirror quiesce -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

7. 最後の更新が完了し、関係のステータスが「 Quiesced 」と表示されたら、元のソース SVM または元の
ソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係を解除します。

snapmirror break -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元であった元のデスティネーションSVM間の関係を解除します。 svm_backup`

および元のソースSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror break -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

8. 元のソース SVM が以前に停止されていた場合は、元のソースクラスタから元のソース SVM を起動しま
す。

vserver start -vserver SVM

次の例は、元のソース SVM を起動します。

cluster_src::> vserver start svm1

9. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、元のデータ保護関係を再確
立します。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のソースSVM間の関係を再確立します。 svm1`および元のデスティネーションSVM

`svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

10. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転したデータ保護関係を削
除します。

snapmirror delete -source-path SVM: -destination-path SVM:
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で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のデスティネーションSVM間の反転した関係を削除します。 svm_backup`および元のソー

スSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror delete -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

11. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、反転したデータ保護関係を
解放します。

snapmirror release -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のデスティネーションSVM svm_backupと元のソースSVMの間の反転した関係をリリースし

ます。 svm1

cluster_dst::> snapmirror release -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

完了後

を使用します snapmirror show コマンドを実行して、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コ
マンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

元のソース SVM を再アクティブ化する（ FlexGroup ボリュームのみ）

デスティネーションからデータを提供する必要がなくなった場合は、ソース SVM とデ
スティネーション SVM 間で元のデータ保護関係を再確立できます。FlexGroup ボリュ
ームを使用しているときに元のソース SVM を再アクティブ化するには、元の SVM DR
関係を削除して元の関係を解放してから、関係を反転するなど、いくつかの追加手順を
実行する必要があります。また、スケジュールされた転送を停止する前に、反転した関
係を解放し、元の関係を再作成する必要があります。

手順

1. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、元の SVM DR 関係を削除し
ます。

snapmirror delete -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。
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次の例は、元のソースSVM svm1と元のデスティネーションSVMの間の元の関係を削除します。

svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror delete -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

2. 元のソース SVM または元のソースクラスタから、 Snapshot コピーはそのまま保持したまま元の関係を
解放します。

snapmirror release -source-path SVM: -destination-path SVM: -relationship-info

-only true

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のソースSVM svm1と元のデスティネーションSVMの間の元の関係をリリースします。

svm_backup。

cluster_src::> snapmirror release -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -relationship-info-only true

3. 元のソース SVM または元のソースクラスタから、元の SVM DR 関係と同じ設定、ポリシー、および ID
保持設定を使用して、リバース SVM DR 関係を作成します。

snapmirror create -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元であるSVM間の関係を作成します。 svm_backup`および元のソースSVM

`svm1：

cluster_src::> snapmirror create -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

4. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、データ保護関係を反転しま
す。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。再同期はオフピ
ークの時間帯に実行することを推奨します。
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ソースとデスティネーションに共通の Snapshot コピーが存在しない場合、このコマンドは

失敗します。使用 snapmirror initialize をクリックして関係を再初期化してくださ
い。

次の例は、元のソースSVM間の関係を反転します。 svm1`およびデータの提供元のSVM `svm_backup
：

cluster_src::> snapmirror resync -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

5. 元のソース SVM へのデータアクセスを再確立する準備ができたら、元のデスティネーション SVM を停
止して、元のデスティネーション SVM に現在接続されているクライアントをすべて切断します。

vserver stop -vserver SVM

次の例は、現在データを提供している元のデスティネーション SVM を停止します。

cluster_dst::> vserver stop svm_backup

6. を使用して、元のデスティネーションSVMの状態がstoppedであることを確認します vserver show コ
マンドを実行します

cluster_dst::> vserver show

                                  Admin      Operational Root

Vserver        Type    Subtype    State      State       Volume

Aggregate

--------       ------- ---------- ---------- ----------- ----------

----------

svm_backup     data    default    stopped    stopped     rv

aggr1

7. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係の最終更新を実
行し、元のデスティネーション SVM から元のソース SVM にすべての変更を転送します。

snapmirror update -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元である元のデスティネーションSVMの間の関係を更新します,svm_backup`お

よび元のソースSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror update -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:
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8. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係のスケジュール
された転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元のSVM間のスケジュールされた転送を停止します。 svm_backup`および元

のSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror quiesce -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

9. 最後の更新が完了し、関係のステータスが「 Quiesced 」と表示されたら、元のソース SVM または元の
ソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係を解除します。

snapmirror break -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元であった元のデスティネーションSVM間の関係を解除します。 svm_backup`

および元のソースSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror break -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

10. 元のソース SVM が以前に停止されていた場合は、元のソースクラスタから元のソース SVM を起動しま
す。

vserver start -vserver SVM

次の例は、元のソース SVM を起動します。

cluster_src::> vserver start svm1

11. 元のソース SVM または元のソースクラスタから、反転した SVM DR 関係を削除します。

snapmirror delete -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のデスティネーションSVM svm_backupと元のソースSVMの間の反転した関係を削除しま
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す。 svm1：

cluster_src::> snapmirror delete -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

12. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、反転した関係を解放し、
Snapshot コピーはそのままにします。

snapmirror release -source-path SVM: -destination-path SVM: -relationship-info

-only true

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のデスティネーション SVM svm_backup と元のソース SVM svm1 の間の反転した関係を解
放します。

cluster_dst::> snapmirror release -source-path svm_backup: -destination

-path svm1: -relationship-info-only true

13. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、元の関係を再作成します。
元の SVM DR 関係と同じ設定、ポリシー、および identity-preserve 設定を使用します。

snapmirror create -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のソースSVM間の関係を作成します。 svm1`および元のデスティネーションSVM

`svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

14. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、元のデータ保護関係を再確
立します。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のソースSVM間の関係を再確立します。 svm1`および元のデスティネーションSVM

`svm_backup：
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cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

ボリュームのレプリケーション関係を SVM のレプリケーション関係に変換します

ソース上の各ボリューム（ルートボリュームを除く）がレプリケートされている場合
は、ボリューム間のレプリケーション関係を、そのボリュームを所有する Storage
Virtual Machine （ SVM ）間のレプリケーション関係に変換できます。 また、ソースの
各ボリューム（ルートボリュームを含む）の名前は、デスティネーションのボリューム
と同じになります。

このタスクについて

を使用します volume rename SnapMirror関係がアイドル状態のときにコマンドを実行し、必要に応じてデ
スティネーションボリュームの名前を変更します。

手順

1. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから次のコマンドを実行して、ソースとデ
スティネーションのボリュームを再同期します。

snapmirror resync -source-path SVM:volume -destination-path SVM:volume -type

DP|XDP -schedule schedule -policy policy

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。
再同期はオフピークの時間帯に実行することを推奨します。

次の例は、ソースボリューム間の関係を再同期します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを

指定します volA オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA

2. の説明に従って、ソースとデスティネーションの SVM 間に SVM レプリケーション関係を作成します
"SVM 設定のレプリケート"。

を使用する必要があります -identity-preserve true のオプション snapmirror create コマンド
を使用してレプリケーション関係を作成します。

3. デスティネーション SVM を停止します。

vserver stop -vserver SVM

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、デスティネーションSVMを停止します svm_backup：
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cluster_dst::> vserver stop svm_backup

4. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから次のコマンドを実行して、ソースとデ
スティネーションの SVM を再同期します。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM: -type DP|XDP

-schedule schedule -policy policy

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。
再同期はオフピークの時間帯に実行することを推奨します。

次の例は、ソースSVM間の関係を再同期します svm1 およびデスティネーションSVM svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

SVM レプリケーション関係を削除します

を使用できます snapmirror delete および snapmirror release SVMレプリケー
ション関係を削除するコマンド。続いて、不要なデスティネーションボリュームを手動
で削除できます。

このタスクについて

。 snapmirror release コマンドは、SnapMirrorで作成されたSnapshotコピーをソースから削除します。

を使用できます -relationship-info-only Snapshotコピーを保持するオプション。

コマンドの完全なコマンド構文については、マニュアルページを参照してください。

手順

1. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから次のコマンドを実行して、レプリケー
ション関係を解除します。

snapmirror break -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、ソースSVM間の関係を解除します svm1 およびデスティネーションSVM svm_backup：
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cluster_dst::> snapmirror break -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

2. デスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから次のコマンドを実行して、レプリケー
ション関係を削除します。

snapmirror delete -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、ソースSVM間の関係を削除します svm1 およびデスティネーションSVM svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror delete -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

3. ソースクラスタまたはソース SVM から次のコマンドを実行して、ソース SVM からレプリケーション関
係情報をリリースします。

snapmirror release -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、指定したレプリケーション関係の情報をソースSVMからリリースします svm1：

cluster_src::> snapmirror release -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

SnapMirror ルートボリュームのレプリケーションを管理します

SnapMirror ルートボリュームのレプリケーションの概要を管理します

NAS 環境内のすべての SVM には一意のネームスペースがあります。オペレーティング
システムと関連情報を含む svm_root ボリュームは、ネームスペース階層へのエントリ
ポイントです。ノードに障害やフェイルオーバーが発生したときに引き続きクライアン
トからデータにアクセスできるようにするには、 SVM ルートボリュームの負荷共有ミ
ラーコピーを作成する必要があります。

SVM ルートボリュームの負荷共有ミラーの主な目的は負荷共有ではなく、ディザスタリカバリにあります。

• ルートボリュームが一時的に使用できなくなった場合は、負荷共有ミラーによって、ルートボリュームの
データへの読み取り専用アクセスが自動的に提供されます。
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• ルートボリュームが完全に使用できなくなった場合は、いずれかの負荷共有ボリュームを昇格させて、ル
ートボリュームのデータへの書き込みアクセスを提供できます。

負荷共有ミラー関係を作成して初期化

クラスタ内の NAS データを提供する各 SVM ルートボリュームについて、負荷共有ミラ
ー（ LSM ）を作成する必要があります。複数のHAペアで構成されるクラスタでは、次
の場合にも引き続きネームスペースにアクセスできるように、SVMルートボリュームの
負荷共有ミラーを検討する必要があります。
HAペアの両方のノードで障害が発生した場合。負荷共有ミラーは、単一のHAペアで構
成されるクラスタには適していません。

このタスクについて

同じノードで LSM を作成した場合は、ノードが使用できなくなると単一点障害が発生します。クライアント
から引き続きデータにアクセスできるようにするためのコピーをもう 1 つ作成する必要はありません。ただ
し、ルートボリュームを含むノード以外のノードや別の HA ペアに LSM を作成しても、停止してもデータに
アクセスできます。

たとえば、 4 ノードクラスタの 3 つのノードにルートボリュームがある場合、次のようになります。

• HA 1 のノード 1 のルートボリュームについて、 HA 2 のノード 1 または HA 2 のノード 2 に LSM を作成
します。

• HA 1 のノード 2 のルートボリュームについて、 HA 2 のノード 1 または HA 2 のノード 2 に LSM を作成
します。

• HA 2 のノード 1 のルートボリュームについて、 HA 1 のノード 1 または HA 1 のノード 2 に LSM を作成
します。

手順

1. LSM のデスティネーションボリュームを作成します。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

volume create -vserver <SVM> -volume <volume> -aggregate <aggregate>

-type DP -size <size>

デスティネーションボリュームのサイズは、ルートボリュームと同じかそれ以上である必要があります。

ルートボリュームとデスティネーションボリュームの名前にサフィックス（など）を付けることを推奨し

ます _root および _m1。

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ルートボリューム用の負荷共有ミラーボリュームを作成します svm1_root インチ

cluster_src：

110



cluster_src:> volume create -vserver svm1 -volume svm1_m1 -aggregate

aggr_1 -size 1gb -state online -type DP

2. "レプリケーションジョブスケジュールの作成"。

3. SVM ルートボリュームと LSM のデスティネーションボリュームの間に負荷共有ミラー関係を作成しま
す。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

snapmirror create -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume> -type LS -schedule <schedule>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ルートボリューム間に負荷共有ミラー関係を作成します svm1_root および負荷共有ミラーボ

リューム svm1_m1：

cluster_src::> snapmirror create -source-path svm1:svm1_root

-destination-path svm1:svm1_m1 -type LS -schedule hourly

負荷共有ミラーのtype属性がから変更されます DP 終了： LS。

4. 負荷共有ミラーを初期化します。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

snapmirror initialize-ls-set -source-path <SVM:volume>

初期化には時間がかかる場合があります。ベースライン転送はオフピークの時間帯に実行することを推奨
します。

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ルートボリュームの負荷共有ミラーを初期化します svm1_root：

cluster_src::> snapmirror initialize-ls-set -source-path svm1:svm1_root

負荷共有ミラー関係を更新

負荷共有ミラー（LSM）関係は、SVM内のボリュームのマウントまたはアンマウント

後、およびの実行中にSVMルートボリュームの自動更新されます volume create
junction-pathオプションを含む処理。LSM 関係を更新する必要がある場合は、スケジュ
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ールされた次回の更新前に LSM 関係を更新できます。

負荷共有ミラー関係は、次の場合に自動的に更新されます。

• 今こそ、スケジュールされた更新を実行するときです

• マウントまたはアンマウント処理は、 SVM ルートボリューム内のボリュームに対して実行されます

• A volume create を含むコマンドが実行されます juntion-path オプション

ステップ

1. 負荷共有ミラー関係を手動で更新します。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

snapmirror update-ls-set -source-path <SVM:volume>

次の例は、ルートボリュームの負荷共有ミラー関係を更新します svm1_root：

cluster_src::> snapmirror update-ls-set -source-path svm1:svm1_root

負荷共有ミラーを昇格

ルートボリュームが完全に使用できなくなった場合は、負荷共有ミラー（ LSM ）ボリュ
ームを昇格して、ルートボリュームのデータへの書き込みアクセスを提供できます。

必要なもの

このタスクを実行するには、 advanced 権限レベルのコマンドを使用する必要があります。

手順

1. advanced 権限レベルに切り替えます。

set -privilege advanced

2. LSM ボリュームを昇格します。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

snapmirror promote -destination-path <SVM:volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ボリュームを昇格します svm1_m2 新しいSVMルートボリュームとして、次の手順を実行しま
す。
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cluster_src::*> snapmirror promote -destination-path svm1:svm1_m2

Warning: Promote will delete the offline read-write volume

         cluster_src://svm1/svm1_root and replace it with

         cluster_src://svm1/svm1_m2. Because the volume is offline,

         it is not possible to determine whether this promote will

         affect other relationships associated with this source.

Do you want to continue? {y|n}: y

入力するコマンド y。ONTAP によって LSM ボリュームが読み取り / 書き込み可能になり、アクセス可能
な場合は元のルートボリュームが削除されます。

最後の更新が最近行われていない場合は、昇格されたルートボリュームに元のルートボリ
ュームのデータがすべて含まれているとは限りません。

3. admin 権限レベルに戻ります。

set -privilege admin

4. ルートボリュームに使用した命名規則に従って、昇格されたボリュームの名前を変更します。

このコマンドを実行する前に、山かっこ内の変数を必要な値に置き換える必要があります。

volume rename -vserver <SVM> -volume <volume> -newname <new_name>

次の例は、昇格されたボリュームの名前を変更します svm1_m2 名前は svm1_root：

cluster_src::> volume rename -vserver svm11 -volume svm1_m2 -newname

svm1_root

5. の手順3~4の説明に従って、名前を変更したルートボリュームを保護します "負荷共有ミラー関係を作成し
て初期化しています"。

SnapMirror の技術的な詳細

パス名のパターンマッチングを使用します

パターンマッチングを使用すると、でソースパスとデスティネーションパスを指定でき

ます snapmirror コマンド
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`snapmirror` コマンドでは、次の形式の完全修飾パス名を使用します。

`vserver:volume`。SVM

名を入力せずにパス名を省略できます。この操作を実行すると、が表示されます `snapmirror`

コマンドは、ユーザのローカルSVMコンテキストを前提としています。

SVMの名前が「vserver1」、ボリュームの名前が「vol1」とすると、完全修飾パス名はになります

vserver1:vol1。

パス名にアスタリスク（ * ）をワイルドカードとして使用すると、一致する完全修飾パス名を選択できます。
次の表に、ワイルドカードを使用して特定範囲のボリュームを選択する例を示します。

* すべてのパスに一致します。

vs* SVM名の先頭がであるすべてのSVMおよびボリュー

ムが一致します vs。

:*src ボリューム名にを含むすべてのSVMが一致します

src テキスト。

:vol ボリューム名の先頭がであるすべてのSVMが一致し

ます vol。

vs1::> snapmirror show -destination-path *:*dest*

 

Progress

Source              Destination  Mirror        Relationship  Total

Last

Path          Type  Path         State         Status        Progress

Healthy Updated

------------- ---- ------------ ------------- -------------- ----------

------- --------

vs1:sm_src2

              DP   vs2:sm_dest1

                                Snapmirrored  Idle           -

true    -

拡張クエリを使用して、多数の SnapMirror 関係を操作できます

拡張クエリを使用すると、複数の SnapMirror 関係に対して SnapMirror 処理を一度に実
行できます。たとえば、初期化されていない SnapMirror 関係が複数ある場合に、それら
の関係を 1 つのコマンドで初期化できます。

このタスクについて
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拡張クエリは、次の SnapMirror 処理に適用できます。

• 初期化されていません

• 休止されていた関係を再開

• 解除した関係を再同期して

• アイドル状態の関係を更新中です

• 関係のデータ転送を中止しています

ステップ

1. 多数の関係に対して SnapMirror 処理を実行します。

snapmirror command {-state state } *

次のコマンドは、内のSnapMirror関係を初期化します Uninitialized 都道府県：

vs1::> snapmirror initialize {-state Uninitialized} *

ミラー - ヴォールト構成で共通の Snapshot コピーを作成する

を使用できます snapmirror snapshot-owner create ミラー-ヴォールト構成のセ
カンダリにラベル付きのSnapshotコピーを保持するコマンド。これにより、バックアッ
プ関係の更新用の共通の Snapshot コピーが確保されます。

このタスクについて

ミラー - ヴォールトファンアウト構成またはカスケード構成を組み合わせて使用する場合は、ソースボリュー
ムとデスティネーションボリュームに共通の Snapshot コピーが存在しなければ更新が失敗するという点を考
慮する必要があります。

SnapMirror は、更新を実行する前に必ずソースボリュームの Snapshot コピーを作成するため、ミラー - ヴォ
ールトファンアウト構成またはカスケード構成ではミラー関係の問題を使用することはありません。

ただし、バックアップ関係の更新時にソースボリュームの Snapshot コピーが SnapMirror によって作成され
ないため、 SnapMirror はバックアップ関係の問題になる場合があります。を使用する必要があります

snapmirror snapshot-owner create バックアップ関係のソースとデスティネーションの両方に共通
のSnapshotコピーを少なくとも1つ確保する必要があります。

手順

1. ソースボリュームで、保持するラベル付きの Snapshot コピーに所有者を割り当てます。

snapmirror snapshot-owner create -vserver SVM -volume volume -snapshot

snapshot -owner owner

次の例は、を割り当てます ApplicationA の所有者として snap1 Snapshotコピー：
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clust1::> snapmirror snapshot-owner create -vserver vs1 -volume vol1

-snapshot snap1 -owner ApplicationA

2. の説明に従って、ミラー関係を更新します "レプリケーション関係を手動で更新する"。

または、ミラー関係のスケジュールされた更新が行われるまで待つこともできます。

3. ラベル付きの Snapshot コピーをヴォールトデスティネーションに転送します。

snapmirror update -source-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -destination

-path SVM:volume|cluster://SVM/volume, … -source-snapshot snapshot

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、を転送します snap1 Snapshot コピー

clust1::> snapmirror update -vserver vs1 -volume vol1

-source-snapshot snap1

ヴォールト関係の更新時にラベル付きの Snapshot コピーが保持されます。

4. ソースボリュームで、ラベル付きの Snapshot コピーから所有者を削除します。

snapmirror snapshot-owner delete -vserver SVM -volume volume -snapshot

snapshot -owner owner

次の例は、を削除します ApplicationA の所有者として snap1 Snapshotコピー：

clust1::> snapmirror snapshot-owner delete -vserver vs1 -volume vol1

-snapshot snap1 -owner ApplicationA

SnapMirror 関係に対応した ONTAP バージョン

SnapMirrorデータ保護関係を作成するには、ソースボリュームとデスティネーションボ
リュームで互換性のあるONTAPバージョンが実行されている必要があります。ONTAP
をアップグレードする前に、現在のONTAPバージョンがSnapMirror関係のターゲット
のONTAPバージョンと互換性があることを確認する必要があります。

ユニファイドレプリケーション関係

「 xdmp` 」タイプの SnapMirror 関係では、オンプレミスまたは Cloud Volumes ONTAP リリースを使用しま
す。
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ONTAP 9.9.9..0以降：

• ONTAP 9.x.0リリースはクラウドのみのリリースであり、Cloud Volumes ONTAPシステム
をサポートします。リリースバージョンのあとにアスタリスク（*）が表示されている場
合、クラウドのみのリリースです。

• ONTAP 9.x.1リリースは一般リリースであり、オンプレミスシステムとCloud Volumes
ONTAPシステムの両方をサポートします。

双方向の互換性があります。

• ONTAP バージョン9.3以降との相互運用性*

ON
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ONTAP の以前のバージョンとの相互運用性…
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SnapMirror Synchronous 関係

ONTAP クラウドインスタンスではSnapMirror Synchronousはサポートされません。

ONTAP
バージ
ョン…

ONTAP の以前のバージョンとの相互運用性…

9.14.1 9.13.1. 9.12.1: 9.11.1 9.10.1 9.9.1 9.8 9.7 9.6 9.5

9.14.1 * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ いいえ

9.13.1. * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ

9.12.1: * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ

9.11.1 * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ いいえ いいえ

9.10.1 * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ いいえ

9.9.1 * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ

9.8 * はい * * はい * * はい * いいえ * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ

9.7 いいえ * はい * * はい * いいえ いいえ * はい * * はい * * はい * * はい * * はい *

9.6 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ * はい * * はい * * はい * * はい *

9.5 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ * はい * * はい * * はい *

SnapMirror SVMディザスタリカバリ関係

• SVMディザスタリカバリのデータとSVM保護の場合：

SVMディザスタリカバリは、同じバージョンのONTAPを実行するクラスタ間でのみサポートされます。
バージョンに依存しないレプリケーションはSVMレプリケーションではサポートされません。

• SVM移行のためのSVMディザスタリカバリの場合：

◦ ソース上のONTAPの以前のバージョンから、デスティネーション上のONTAPの同じバージョンまた
はそれ以降のバージョンへのレプリケーションが単一方向でサポートされます。
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• ターゲットクラスタのONTAPのバージョンが、次の表に示すように、オンプレミスのメジャーバージョン
が2つ以上ないか、クラウドのメジャーバージョンが2つ以上ないようにする必要があります。

◦ 長期的なデータ保護のユースケースでは、レプリケーションはサポートされません。

リリースバージョンのあとにアスタリスク（*）が表示されている場合、クラウドのみのリリースです。

サポートを確認するには、左側の表の列でソースバージョンを確認し、一番上の行でデスティネーションバー
ジョンを確認します（類似バージョンの場合はDR/Migration、新しいバージョンの場合はMigrationのみ）。

ソー
ス

宛先

9.3 9.4 9.5 9.6 9.7 9.8 9.9..
0 *

9.9.
1

9.10
.0 *

9.10
.1

9.11
.0*

9.11
.1

9.12
.0 *

9.12
.1:

9.13
.0 *

9.13
.1.

9.14
.0 *

9.14
.1

9.3 DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.4 DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.5 DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.6 DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.7 DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.8 DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.9..
0 *

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.9.
1

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.10
.0 *

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.10
.1

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.11
.0*

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行
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9.11
.1

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.12
.0 *

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.12
.1:

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.13
.0 *

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.13
.1.

DR /
移行

デー
タ移
行

デー
タ移
行

9.14
.0 *

DR /
移行

デー
タ移
行

9.14
.1

DR /
移行

SnapMirrorディザスタリカバリ関係

タイプが「 `D」 でポリシータイプが「 async 」の SnapMirror 関係の場合：

DPタイプのミラーは、ONTAP 9.11.1以降では初期化できず、ONTAP 9.12.1では完全に廃止さ
れています。詳細については、を参照してください "データ保護SnapMirror関係の廃止"。

次の表で、左側の列はソースボリュームの ONTAP のバージョン、上部の行はデスティネーシ
ョンボリュームで使用できる ONTAP のバージョンを示しています。

ソース 宛先

9.11.1 9.10.1 9.9.1 9.8 9.7 9.6 9.5 9.4 9.3 9.2. 9.1 9

9.11.1 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.10.1 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.9.1 はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.8 いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.7 いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.6 いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.5 いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.4 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ

9.3 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ
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9.2. いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ

9.1 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ

9 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。

双方向の互換性はありません。

SnapMirror の制限事項

データ保護関係を作成する前に、 SnapMirror の基本的な制限事項を確認しておく必要が
あります。

• 1 つのデスティネーションボリュームにはソースボリュームを 1 つだけ設定できます。

1 個のソースボリュームには複数のデスティネーションボリュームを設定できます。デステ
ィネーションボリュームを任意のタイプの SnapMirror レプリケーション関係のソースボリ
ュームにすることができます。

• アレイモデルに応じて、1つのソースボリュームから最大8個または16個のデスティネーションボリューム
をファンアウトできます。を参照してください "Hardware Universe" を参照して、特定の構成の詳細を確
認してください。

• SnapMirror DR 関係のデスティネーションにファイルをリストアすることはできません。

• ソースまたはデスティネーションの SnapVault ボリュームを 32 ビットボリュームにすることはできませ
ん。

• SnapVault 関係のソースボリュームを FlexClone ボリュームにはしないでください。

関係は機能しますが、 FlexClone ボリュームによる効率化の効果が得られなくなります。
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